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上祭沢遺跡縄紋時代早期の土器出土状態



序

秋田市およびその隣接地域は、昭和56年の新秋田空港の開港、 59

からの七山工業同地建設、 61年からの東北横断自動車道秋田線の

など高速交通関連ならびに地域振興の開発が数多く計画 e 実施

されております。

県教育委員会ではこうした開発に対応して、開発地域内の埋蔵文

化財事前発掘調査を実施してまいりました。このたびの河辺町の上

祭沢遺跡、駒坂台 I遺跡、駒坂台H遺跡での調査も高速交通関連道

路整編事業(和田御所野)にかかる埋蔵文化財の事前発掘調査として

行ったものです。調査の結果、 _t.祭沢遺跡では中iit墳墓あるいは経

坂と目される2基の塚をはじめとして、縄紋時代早期から弥生時代

にかけての遺構 e 遺物が検出され、また、駒坂台 1.駒坂台E遺跡

では縄紋時代後期前葉を中心とする時期の組石遺構などが検出され

ました。

今回の調査成果は、これまで発掘調盃された河辺町七出台地、秋

田市御所野台地上など吉見川下流域における縄紋時代から中世にか

けての遺跡群を考えるうえで参考資料となるものと考えられます。

のみならず広く県民のん々にも所究上の資料として

活用され、文化財A保護に役立てれば平ごいと存じます。

最長になりましたが本書を上梓するにあたり、調査にご便宜いた

だいた県土木部秋田土木事務所、河辺町教育委員会に対し涼く感謝

申し上げる次第です。

平成 2年 3月 1l::l 
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1 本報告書は、高速交通関連道路整備事業(和田御所野)に係る埋蔵文化財発掘調査の報告書

である。

2 本報告書の執筆は、秋田県埋蔵文化財aセンタ一文化財主事小林立が行った口

3 本報告書所載の14C年代測定は、 院大学年代測定主に依頼した結果報告である口

4 本報告書挿図中にf吏用した土色表記法は、農林省農林水産技術会議事務局、財i司法人日本

色彩碗究所色票監修『新版標準土色qJ11iJjに拠った口

5 本報告書:に使用した遺跡位置図は建設省国土地理院発行の50，000分のl地形図である。

8 石器石質については秋田県立博物館、佐々木厚学芸主事の鑑定をいただい

7 挿図に使用したスクリーントーシの凡例は以下のとおりである。

際:tl器 e タタキ 炭化物

麿石・ス 1) 焼 j-

凹石制クボミ -地山

一一 11 
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はじめに

はじめに

調査に至る経過

「高速交通関連道路整備事業(干!l111御所野)Jは、秋田市御所野地区から河辺町和田地区にか

けて計画された七由工業団地へのアクセス道路建設事業である。昭和61年に実施された七曲台

での東北横断自動車道秋田線にかかる埋蔵文化財発掘調査の折り、この計画が県土木部から文

化課にf式達され、計画路線に沿った地域での分布調査、範囲確認調査が行われた。その結果、

河辺町戸高学石坂台から同字上祭沢までの区間内に 5カ所の遺跡が確認されたが、うち 2カ所

の遺跡については工事と並行して;立ち会い調査が実施され、本調査に至らずに終了している。

今回の発掘調査に係った遺跡はこの 5カ所のうち、立ち会い調査を終了した 2遺跡を除く 3遺

跡であり、字名をもって上祭沢遺跡、駒坂台I遺跡、駒坂台E遺跡と呼称している。

調査の組織と構成

所在地 上祭沢遺跡:河辺郡河辺町戸島字上祭沢38番地、上野3番地

調査期間

調査面積

調査主体者

調査担当者

駒坂台 I遺跡; ?可辺郡河辺町戸島字北ノ ln83番地外

駒坂台E遺跡:河辺郡河辺町戸島宇北ノ沢80番地外

平成元年5月8日一7月14日

上祭沢遺跡 : 690m2 

駒坂台 i遺跡 :1， 590m2 駒坂台日遺跡、 :880m:! 

秋田県教育委員会

小梓 克(秋出県埋蔵文化財センタ一文化財主宰)

占田真( 今 非常勤職員)

調査総務担当者、佐田 茂 (秋田県埋蔵文化財センタ

高橋忠太郎(秋田県用域文化財センタ

調査協力機関 秋田県土木部秋田土木事務所河辺町教育委員会



立地と環境

立地と環境

遺跡の位置と立地

上祭沢遺跡は、 JR奥羽線羽後和田!択の南丙3kmの台地上に位置するの

遺跡、の載る台地は北北V可に突き出た“民の背"，伏の台地で‘あり、標高は61111を測る。 遺跡の

北1.8kmには岩見)11が西流するが、台地はこの岩見川左岸に形成された河岸段Ji1;:(:のうち、低

位から数えて 3番目の椿台面Eの縁辺にあたる。椿台面目には幾つかの小谷が入り、その下位

の上野台面に向かつて間析されているが、ちょうど戸高集落の真南が遺跡のある地点で、ある。

上祭沢遺跡、を含む台地周辺は、平成元年 3月まで、!日秋田県林業センター付属の自然観察問、

林木育種場として利用され、スギ、アカマツ、コナラ、クリなどの針・広葉樹のほか、ヤマツ

ツジ、タニウツギ等の湛木など多掻多彩な樹木が植栽されている。

駒坂台 I遺跡、駒坂台H遺跡は、 j二祭沢遺跡の東O.75km、JR羽後手IJ田駅の砕I2.5kmにある。

遺跡の立地する台地は椋高47-48111をiJliJり、岩見川左岸の段丘若手の中では低位から 2番目の上

野台面に相当する。岩見川の左岸には段任群の中で最低位の七曲台があるが、駒坂台 1遺跡、

駒坂台E遺跡の位置は、白熊沢川を隔てて七出台に隣合う台地の北西端にあたり、北西側から

開析する小支谷に区切られた舌状台地上である。 遺跡の周辺は一部が畑地として利用されてい

るほかは大半が山林である。

歴史的環境

これまで河辺町および雄和rllJでは、県立中央公開、東北横断自動車道、七自工業団地の造成

計画に伴って埋蔵文化財の発招調査が実施されてきている。

県立中央公園造成計画についての調査は昭和56年に、七出工

業団地については昭和58年、 59年に、東北横断自動車道につ

いては昭和61年に行われている。この三度にわたる調査で計

22遺跡が発掘されたが、これらの遺跡のうち18遺跡は駒坂台

I.rr 遺跡から北東にO.6kmほど離れ、およそ60haほどの面積

をもっ七山台地上に位置し(表1j、他の4遺跡、駒坂袋I遺跡、

駒坂袋日遺跡、滝ノ沢I遺跡、滝ノ沢百遺跡は駒坂台 1. rr 

遺跡から南に1.2kmほど離れた雄和町椿川地区に所在する。

!日石器時代の遺跡には台形様石器を出土した風無台目遺跡、

松木台H遺跡、ナイフ形石器を出土した風無台 I遺跡、松本

つ

第 1表七曲台上の遺跡

m:-~J j立U'n、:tJ 11.¥ 代 之が、
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東北村!(ii'Ji自動車道秋田線発射調査報告書





立地と環境

台盟遺跡、石刃・接器を出土した駒坂袋I遺跡がある D

縄紋時代の遺跡としては、石坂台 I遺跡で前期初頭~前葉のループ紋、爪形紋の施された土

器が出土している外、風無台I遺跡では木白状撚糸紋の施された円筒下属d式土器を土墳内か

ら検出している。これらが七由台地上および周辺地域での縄紋時代の資料として古い段階の例

である。また駒坂袋 l遺跡では前期中葉の深鉢形土器 1個体、滝ノ iR1 遺跡では円筒下構d式

土器が出土している口しかし、いずれも断片的あるいは単独出土のもので、この時期の周辺遺

跡群の様相はいまひとつ不明確である。縄紋時代中期前葉から中葉にかけては風無台 I遺跡で

2軒(円筒上層a式期、大木8a式期)、石坂台I遺跡でl軒(大木8a式期)、石坂台H遺跡で1軒(大

木8b式期)の竪穴住民跡の外、石坂台出遺跡;で、は大木8a式の埋設土器が検出されている。また、

石坂台立遺跡ではごく小片ながらILj筒上層c式、 d式土器の破片が出土している。中期後葉ーには、

松木台車遺跡で大木9式の古い段階の土器がTピソト内、フラスコ状土坑内から出土している。

また次の大木9式の新しい段階の土器の時期になると、石坂台直遺跡で3軒の竪穴住居跡が検出

されており、また駒坂袋I遺跡で2軒の竪穴住居跡が検出されている。続いて大木9-10中間式

の段階には石坂台I遺跡で3軒、石坂台咽遺跡で2軒、餅田沢遺跡で3軒、松木台血遺跡で3軒の
Utt6 ) 

竪穴住居跡、が、さらに大木10式期には、風無台 i遺跡で2軒の竪穴住民跡が検出されている。

縄紋時代後期初頭から前葉にかけては若坂台瑠遺跡で住居跡 1軒が、石坂台IX遺跡、)重し無台 j

遺跡でそれぞれ土坑 l基が、また駒坂袋I遺跡でも土坑1基が検出されている。後期中葉から

末葉にかけての遺構を検出した遺跡、は七由台遺跡群、椿川地区の遺跡群とも存在せず、わずか

に石坂台直遺跡で後期末葉の破片資料が2片出土しているのみであるO 縄紋時代晩期には再び、

いくつかの遺跡が確認されている。風無台I遺跡、風無台E遺跡、松木台立遺跡、松木台国

跡、餅田沢耳遺跡、石坂台麗遺跡、石坂台古遺跡、石坂台瑠遺跡、駒坂袋E遺跡;などである。

風無台立遺跡では住居跡1軒が、松本台立遺跡、松本台堕遺跡では土墳墓群が検出されている

が、これらは晩期前~中葉の遺跡である。また石坂台w遺跡、石坂台VIlI遺跡でも貯蔵穴と考え

られるフラスコ状土坑が投出されているがこれらは後一末葉の遺跡である。また、駒坂袋詰遺

跡、でも晩期前葉の住居跡1軒と土坑3基が検出されている。

弥生時代の遺跡では竪穴住居跡1軒を検出した風無台 I遺跡がある。しかし、この竪穴住居

跡の時期は縄紋時代晩期終末から連続すると考えられ、七曲台の利用という観点からは前述の

石坂台顎遺跡や石坂台瑠遺跡とともに一一時期を画する口その後、弥生時代中期から後期にかけ

ては不明な点も多いが、時IJ毛目地に平行沈線紋を施した土器や、細く鋭い沈線によって施紋し

た土器、撚糸紋あるいは附加条縄紋を施紋した土器などが出土する遺跡として、風無台 I遺跡、

風無台耳遺跡、松木台 I遺跡、石坂台 i遺跡、石坂台盟遺跡、石坂台VI遺跡、石坂台v霊遺跡が

ある。これらの遺跡、のうち、風無台1:;遺跡で1ま3基、石坂台国遺跡では1基の土坑が検出されて
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いる。また、この時期に関連して北海道系の後北C2式土器が石坂台咽遺跡で、出土している。

古代の遺跡は数少ないが、松木台E遺跡で土墳墓が、松木台盟遺跡で1車fの竪穴住居跡、土

坑群、焼土遺構などが検出されている。これらの遺構の時期は平安時代前半の9世紀中葉~後

葉である口

雄物川下流域は、内陸仙北平野と秋田平野を結ぶ要衝の地であり、いくつかの中世城舘がつ

くられている。安倍氏の残党である種沢太郎が館主と伝えられる種沢城が上祭沢遺跡の南南東

6. 25kmに、また源義経の残党、熊谷太郎の一族が興した伝えられる平尾烏域が上祭沢遺跡の南

東4.5kmにある。伝承ではあるが、この2館は館主のわかる域賠として、この地域での古い例に

あたる。また、鎌倉櫛家入品山重忠の流れを汲み、中世末期務安東氏と対111寺して威勢を誇った

(高!ll重村)のf;li-館、声高館は上祭沢遺跡;の北北it耳4kmの岩見川右岸に位置する。種

沢域三平尾鳥域とも豊島玄蕃によって落とされたと伝えられ、この豊島氏は庄内大宝寺氏、出

利仁賀保氏などとも結び、秋田沿岸部と内陸部との連絡路を長く押さえていたようである口し

かし、その豊島氏も百佐段(現在の秋田市新屋)側から内陸部への進入をはかつて豊岩に

城を構えた安東氏により由利との連絡を断たれて滅び、戸高館の館主も安東氏一族から湊合

戦(天正十七年;1589)以後は羽JI1氏へとめまぐるしく交替したと伝えられる。他に雄物川沿い

には湊安東氏支城であり石塚美濃守家次の在館した椿)11館、おなじく安東氏一族の白根七郎昌

吉の自根館がある。さらに近世佐竹氏の分家佐竹壱i岐守義理の居城、椿台城が上祭沢遺跡の西

2.5kmに所在する口

今回、調査された3遺跡のうち、上祭沢遺跡には河原石を葺いた塚、4基があるが、これと旬、た

遺跡が駒坂台 I.II遺跡の北西3km、式回集落の東側台地上に存在する。そこには現在、長者森

古墳ー群の標柱が¥i:ち、河原石を積んだ直径l.5mの盛土が約27mの間に5基あるという。他に河辺

町内には岩見三内に経塚あるいはその類似遺跡として、鍛冶屋敷経塚、飛沢上段遺跡が存在

する D

註l 白石建雄「右見J1I 流域の河岸段j王群Jr秋田大学教育学部研究紀要J26 1976(昭和51年)

長1:2 註1に同じ

註3 秋田県教育委員会「秋田県丘中央公国スポーツゾーン地域内遺跡発掘調査報告書J1982 (昭和57年)

註4 秋田県教育委員会「七rltl台遺跡群発掘調査報告書:J1985(昭和60年)

!j=!:5 秋田県教育委員会「東北償断自動車道秋田線発掘調査報告書ごJ1986( Hi)和61年)

註6 ここにあげた縄紋時代中期後葉の竪穴住居跡出土土器のうち幾つかは、報告書においては大木10式

加として報告されている。しかし、ここでは秋田市御所野遺跡群の資料ーなどにより裏付けられた大

木9… 10中間式を分離して記述しているο

柳沢清一「東北rjl設立Hの編年Jr8fU 118 1989 (平成元年)

11 r f大木10式土器論」続考 r~ヒ奥 ~-ít文化J 19 1989 (平成元年)

- 5 
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秋田市教育委員会「秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財ー発掘調査報告書:J 1984 (昭和59{'f三)

註7 河辺町教育委員会「河辺町の遺跡、J1987(昭和62年)

註8 註7文献では長者森古墳とされ、次の文献では経塚類{以遺跡として記述されている。

奈良修介・豊島昂「秋田県の考古学J古川弘文館 1967(昭和42年)

参考文献

秋悶県教育委員会「秋田県の中!Iそ域館J1981(昭和56年)

冨樫泰時他「秋田県Jr日本城郭大系j2新人物往来社1980昭和55年)

河辺町「河辺町史J1985 (昭和60年)

塩谷JII真耳編「中世の秋田」秋田魁新報社 1982(昭和57年)

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

1990年 2月l3日

秋田県埋載文化財センター殿

1989年12月初日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通りご報告致します。

なお年代植の算出には llCの半減期として L1 B B Yのよ!と減期5570年を使用しています口ま

た付記した誤差は戸線の計数値の標準f偏差δに基づいて算出した年数で、標準編完 (0N E 

S 1 GMA) に相当する年代です。また、試料のF線計数率と自然計数率との差が 2d以下の

n寺は、 3dに相当する年代を下限の年代値(B. P.) として表示してあります口また試料の

ß~集計数率と現在の標準炭素 (MODERN STANDARD CARBON) についての

計数率との差が2δ 以下の時には、 MODERNと表示し、 δ11(%を付記しであります口

行己

c 0 d e ト!o. 

GaK 14466 Charcoal from 河辺!lIT 131O::f::90 

5KMZ-SK12 2360 B. C. 

G a K -H467 Charcoa 1 f rom ?nJ;i立IIIT 4150::f::120 

5KMZ-SI06 2200 B. C. 

以上木越邦彦

-6-
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調査の概略

調査の方法

発掘調査は、各遺跡の調査区内にある計磁路線中心杭のうちのlつを選び、それを基準点と

して磁北方向に基準線を設け、 4m'llrの方11長を設定するグリッド法によった。ただし、駒坂台 i

遺跡、駒坂台E遺跡については、調査区が近接しているため共通する1つの中心杭によって方

眼を組んでいる。基準点となった中心杭は以下のとおりである。

上祭j尺遺跡……・・………………...・ H ・..一……一 NO.85+15.5

駒坂台 i遺跡、駒寂台 {ii長野J;…・................N 0.，18 

方眼の各交点には東丙方向に東から LA、LB、LC……… LJ、MA、MB、MC……M

Jと連なるアルファベットの組み合わせをあて、南北方向には南から昇傾となる2桁の数字を

あてて、その組み合わせによって示されるH乎称、のうち南東隅にあたるものをグリッド名とした口

発掘調査は上祭沢遺跡、駒坂台 I遺跡、駒坂台 g遺跡の3遺跡を並行して進めたが、駒坂台

I 遺跡、駒坂台立遺跡については、入力による表土陰去の前に重機によって抜根、除土の作業

を行っている。また、上祭沢遺跡については地表而で確認できる遺構が存在したため(s x旬、

S X03)、それらのレベル計測や調査区全体の地形測量を行っている。

検出された遺構には検出)11買に遺構種別を表すI!l各号と遺構番号を付しているが、精査の過程で

除かれ欠番となったものも存在する。遺構の精査は基本的に二分法によって護士の観察を行い

ながら進めたが、竪穴住居跡など而的広がりをもっ遺構については適宜四分法を用いるなど観

察可能なラインの数を増やしている口

精査された遺構については調査区内に打設した方眼杭を基準として簡易遣り方測景によって

図面に記録した。凶面縮尺は1/20を原則としたが、適宜1/10の縮尺での記録も行った。 遺物の

取り上げは方限杭に付した区の名称と層{立を記録、した後行ったが、駒坂台 I遺跡、駒坂台立

跡出土の遺物については、俸高とグリッド(区)内での杭置を台Illl~ に記録していった口

写真はゼンザブ口ニカ ET R S (6X4.5) とニコン F2を用い、調査現場では広角、標準の2

種類のレンズで撮影した口フィルムはおもにモノク口、カラー・リバーサルの2種類を用い、

適宜ネガ・カラーフィルムでの顕彰も加えている。フジ・ネオパン SS、コダック・エクタク

ローム100、コダカラー100を用いた。 遺物のJ最影はニコン FLマイクロ e ニッコール55mmを

用い、フィルムはフジ・ネオパン Fで撮影している口

n 
i 
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調査の経過

発招調査は平成元年5月8日から7月14日までの延べ55B間を費やして行われた口以下に日

より抜粋して調査経過の概略を記す。

5月8目、調査開始。上祭沢遺跡のメiJ払し=作業、 調査前の写真縄影を行う。 方限杭打設作業

を開始。 駒坂台 I遺跡、!拘坂台E遺跡;については重機による抜根、除土開始。 5月9日、上

沢遺跡、の調査区縄張り、土留柵設置。方IJR杭打設作業を終える。 5月10日、上奈沢遺跡表土除

去開始、併せて1/200地形図作成作業を行う c 地形図作成作業に合わせて地表面で確認できる

遺構に番号をつけるが、塚 SX02、SX03は遊歩道によって東側を壊されていることを確認す

る。 5月12日、上祭沢遺跡地形測量終了口駒坂台 ii遺跡の抜根、 !lj:土を終了し万1J1~杭打設作業

開始。 5月15日、上祭沢遺跡表土除去作業継続、 MB46区から頁岩製剥片1点が二。駒坂台E

遺跡の抜根、!徐土を終了し方眼杭打設作業を行う o 5月日目、上祭沢遺跡で縄紋土器出土し始

める。 5月17日、上祭沢遺跡の表土除去終了。 L149区で、二i二坑プラン確認。 5月18日、 J二祭沢遺

跡sX旬、 SX03のレベル計測。調査区全域についての遺構確認作業開始。 LH49区から縄紋

土器11同体分が出土。 5月19日、上祭沢遺跡 SX03の切開開始。十字形に土層観察のためのベル

トを設定して表土を取り除く。表土下10crn程で、祭大の擦が多量に敷設されていることを確認。

5月22日、上祭沢遺跡 SX03切開作業継続。北京隅に敷設された醸の間から陶器片数片が出土。

L H49区で検出した縄紋土器についての写真顕影、平面図作成。また、 L1ラインでの遺跡基

本勝位図を作成。 5月23口、上祭沢遺跡 SX02についても切開作業を開始、際敷設範囲を囲む

ように同海の可能性ある黒色土プランを確認口 LIラインの基本層位凶作成作業継続。 5J::l24 

日、上祭沢遺跡 SX03については表土の取り除きをほぼ完了。 SX02については作業継続。周

辺の結査作業中に LG 54区で、石鍛1}.¥が出土。 LIラインの基本層位凶作成作業継続。 LH 49 

区の縄紋土器の平面図作成を終了し取り上げる。 L1 48区を中心として遺構確認作業。 5基の

土坑フoランを確認。 5月25目、上祭沢遺跡 SX02の表一十。の取り除き作業継続。 SK04、SK06、

S長09の護士掘り下げ作業を行う。 5月29日、よ祭沢遺跡、 SX02、SX03の平面図作成作業開

始。駒坂台 I遺跡の表土除去開始。駒坂台立遺跡に近い南端から除去を行う。 5月26日、

沢遺跡 SX 位、 SX03の清掃口 LH 116区で、iを線Ih'i付文のある土器片十数片が出土口 5月30丹、

上祭沢遺跡 SX旬、 SX03の平面図作成作業継続。 SK09の南側で新たに土坑プラン確認(S 

K 11)。駒坂台 1遺跡、 MBラインまで表土除去進む。 5月31日、上奈沢遺跡 SK04、SK05， 

SKlOの完掘状態写真掘影。 SK09、SKllについては断面凶を作成し、践り半分を掘り上げ

るの SK09坑底面から縄紋土器出土口駒坂台 I遺跡、 MGラインまでの遺構精査を行う。 6月I

日、 上祭沢遺跡 SK09、SKl1については完婦、

までの表土除去を行う。調査区の中央付近で頁日製剥n-

8 

う。駒坂台 i遺跡、 MFライン

6月2日、上祭沢遺跡、新たに
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3基の土坑プランを確認、(S K 12、SK 15、SK 16)0 6月5日、上祭沢遺跡、 SK 12、SK 15、

S K 16について土層断面図作成後、完掘。 SK06、SK07は単一の遺構で竪穴住居跡であるこ

とが判明し、精査の結果、中央焼土近くにある土器は炉の埋設土器であることがわかった。精

査の過程で多量の木炭が出土したため llC年代測定試料として採取。駒坂台 I遺跡ではMEラ

イン以東を調査区南側から表土除去する。 6月6目、上祭沢遺跡で確認した竪穴住居跡(S 1 06 

と改称)の床f1lI精査の結果、 5カ所に柱穴を輪出する。また、 SK 12の坑底部分から小形の磨

製石斧が出土。 SX 旬、 SX03については平面!Zl作成作業をほぼ終了し、再度写真撮影に備え

て清掃する。 6月8日、 卜.祭沢遺跡、調査区南側から第百層を掘り下げる。数点の剥片類を出

SX 旬、 SX03について写真撮影。駒坂台 i遺跡、 L1ラインまでの表土除去を終える D

6月9呂、 上祭沢遺跡、 SX02、SX03に敷設された礁のレベル計m!Jo 6月12日、上祭沢遺跡、

SX位、 SX03の周溝内覆土を掘り上げ、作業。 6月13日、上祭沢遺跡、 SX句、 SX 03の周溝

内覆土をベルト部分を除いて掘り上げ、平面闘に追加実測。駒坂台 I遺跡の調査区南端に置い

た排土を調査区外に搬出する。 6月14日、上祭沢遺跡、 SX02、SX03の周溝掘り上げ後の写

真縄影、写真撮影後、周溝覆土の断面写真撮影。 6月15自、上祭沢遺跡、 SX02， S X03の周

溝土層断面図の作成。また、 MB46区で伏焼きと忠われる炭焼窯(S K 29)を検出する。 駒坂

台 i遺跡の表土除去作業はほぼ終了。 6月訪日、上祭沢遺跡、 SX02につしミて上i訴の{擦を除去

し、清掃後写真撮影を行う。写真撮影後、盛土にベルトを設定し掘り下げる。駒坂台I遺跡、

調査区北側から遺構確認作業に入る口重機による根の引き抜き痕跡以外に遺構らしきプランは

確認されていない口 6月19日、駒坂台 I遺跡、遺構確認作業。 遺構の確認はなく遺物も 40点前

後と椋めて少なし」駒坂台E遺跡、重機による去十ー除去後の遺物の表面採集を試みる。少量の

縄紋土器片、箆状芯器、争IJ片類が採集される。また、調査範間外南側の緩斜面iにトレンチを

定し調査する D 調査区からの排土を捨て置くため事前の遺構・遺物の有無確認であるが、遺構'

遺物とも確認されていなし'06月初日、駒J反台H遺跡、調査区の北東側から表土除去作業を開

始する臼 8月21呂、上祭沢遺跡、 SX02の盛土土居断訴の写真昂影。写真長影後土層i析両国の

作成。 SX03北fHlJの燥の平面図作成作業、レベル計測。駒坂台目遺跡、表土除去作業を進める口

130点前後の出土遺物あり。 6月22目、上祭沢遺跡、 SX02の盛土断面の写真撮影。土層断[rri実

測後、セクション・ベルトをはずし、基盤層面に掘り込みがないかどうかの観察を行う。駒坂

台立遺跡、 LJ 52区で縄紋土器がLB土o 6月23口、 L祭遺跡、 SX02の基盤面清掃、写真誌

影。撮影段、基盤面で確認した11斉褐色土プランを掘り込む。 SX03の覆土を掘り下げるため、

ベルトを設定して上面の{擦をはずす。駒坂台 I遺跡、伏焼の炭焼主主と思われる SK01を検出し、

覆土を掘り込む口本炭出土。断面の撮影、図化作業。駒坂台目遺跡、表土除去作業継続。 LJ 

50区で石で囲った炉を検出 (SQOl)o 6月初日、上祭沢遺跡、 SX02基盤面の掘り込みの土

-9-



調査の概略

層断面写真撮影。駒坂台日 遺跡、調査区の南側に向かつて表土除去作業を継続。駒坂台 I遺跡

に面した調査区東側では表土層が厚く、基盤層は砂利層からなる。 6月初日、上祭沢遺跡、 S 

X02、SX03の盛土除去後の写真撮影のため、基盤面の清掃。 SX03については、遺構よりも

古い時期の柱穴状ピットが確認されているが、遺構に関連する掘り込みは認められない。駒坂

台H遺跡、調査区南際の表土除去。 6月29日、上祭沢遺跡、 SX02、SX03の盛土除去後の

面図作成作業。駒坂台耳遺跡、表土除去作業終了。午後、遺構確認作業。 6月30日、上祭沢遺

跡、 SX位、 SX03のレベル計測。駒坂台立遺跡、遺構確認作業継続、 LH48区、 L1 48lX.で

組石遺構(S Q02)検出。 7月2日、上祭沢遺跡、調査区南側をIIJ話4mで、拡張する D 縄紋時代後期の

土器が出土口駒;尿台 1遺跡、調査区全体についてレベル計測。駒坂台E遺跡、組石遺構(SQO 

2)の写真譲影、子前j凶作成作業。 7月3日、上祭沢遺跡、調査区南側の拡張作業継続。駒坂台 I

遺跡、基本土居観察のため、調査区の北壁にトレンチを設定。駒坂台立遺跡、炉(S Q 01)、組

若遺構(S Q02)のプロフィール図作成。 7月5日、駒坂台 I遺跡、基本土層の観察。調査区北壁

の写真撮影、断面図作成。 7月6目、上祭沢遺跡、 SX旬、 SX03の基盤層をさらに掘り下げるの

調査区南側44ライン区の遺構確認作業を行い、 L1 44区で4基の土坑を確認。駒坂台古遺跡、

調査区北西壁に基本土層観察のため、 トレンチを設定する。 7月7日、上祭沢遺跡、 LH44区で

検出した土坑を掛り込む。 4基のうち2基はフラスコ状土坑で、あることが判明。駒坂台目遺跡、

調査区北西側のトレンチ土層断面を実測。 7月10呂、上祭沢遺跡調査後の全体写真を撮影する。

撮影後、上祭沢遺跡側からの主な機材を撤収。 駒坂台 I遺跡、 50ライン、 LG、L1、MA、

MC、MEラインに言1-6本のトレンチを設定し、基盤層面から約20cm程度の深さで掘り込む。

出土遺物、検出遺構ともになし。 7月11目、上祭沢遺跡、全体写真撮影のための清掃作業中に

L G50広で検出した土坑(S K 35)を精査。鉢7B土器出土。駒坂台I遺跡、調査区の清掃を行い、

午後、調査後全体写真譲影。駒坂台目遺跡、調査区の清掃。 7月12日、上祭沢遺跡、調査区外

西側斜面下に土層観察のためのトレンチ設定。出土遺物、検出遺構ともになし。駒坂台E遺跡、

調査区の清掃。 7月13白、上祭沢遺跡、 SK35の断面図作成、写真誌影後、平面図作成。駒坂

台E遺跡、調去後の全体写真撮影。 7月14日、機材の撤収作業を行い、調査を総て終了。

10 
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第 1章 調査の記録

第 1章調査の記録

第 1節 遺跡および調査区の地形・層位

上祭沢遺跡の調査区は、上面!幅10-20mで、北に伸びる馬の背状の台地上に設定された。調査

而はごく僅かに北に向かつて傾斜しているものの概して平坦であり、標高は調査区南側で

62.5盟、北側で61.5mをrRlJる。調査区の西側は斜度20度前後の斜面、東側は遺跡の江地する上野

台面Hを開析する谷に向かう斜度30度前後の急斜面となっている。遺跡付近は河辺町戸高地区

の共同所有地で、平成元年3月まで秋田県が借り受け!日秋田県林業センター自然観察関として

利用されていた。自然観察関内には幅lmHiI後の遊歩道が数本設けられている。その延長は調査
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第2図調査前地形測量図
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k祭沢遺跡;

区内にも及び、台地中央を縦断して北端で西側斜面を降りるl本と、西縁に沿って台地中央ま

で延びて西斜面を斜めに降りる1本とが存在する。IlT{;f[l58年度の遺跡分布調査の際、この遊歩

道のうち、台地中央から北端を巡る遊歩道の切り土面に集擦を伴う盛土が4基連なっているの

がみつかった。今回の調査で SX02、 SX03として調査した塚はそのうち甫側の2基である。

また、調査区付近はちょうど河辺郡河辺町戸島地区と河辺郡雄和町格)11地区との接する筒所に

あたり、かつてその地境に設けられた詑1m 、 i告さ 1m君主の盛土が調査IKI)~ にも存在する。

調査区内での層位は3層観察された。この3層は台地上雨から奈!而 1--部に亙って基本的に層

!語相とも変わらない。 1層は表土層であり、遊歩道はこの表土層を削って砕石を敷いて造られ

ている。 llJ爵はやや明るい褐色土層であり、国層は黒色~暗褐色にi斬移する遺物包合!吾である山

地Uiは褐色一黄褐色を呈する粘土層であり、 SX02、 SX03を除いた他の遺構のi{'在認はこの上

部で行っている。また、遺物の一自)(第20図37-43)は地山を削って検出した。
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上祭沢遺跡

第 2節検出遺構と遺物

1)竪穴住居跡

S 1 06 

誠査区の中央南寄り、 LH48区、 L1 48区で検出した。南北径2.旬、東西径2.7mの楕円形を

呈し、確認面からの深さが中央部で0.3mをifilJる。

中央からやや北寄りに口縁~体部 i二半を欠失した深鉢形土器が体部を南側に傾けて斜めに埋

め込まれており、間関が赤く焼十イヒしている。この深鉢形土器の北東側には、壁近くに2個の

偏王子な河原石が30cm程度の間隔をあけて立てである。このうち、東側のl個にはやはり口縁~

体部上半を欠いた鉢形土器がかぶさるように被出され、西側の離からはやや離れて拳大の礁が

検出された。 深鉢形土器の一位置と併せてみるときわめて簡略化した複式炉形態ともとれるむ

居跡内にはほかに中央部、中央やや東寄りに拳大の、中央西寄りには38c羽X22仰の、南側壁際

には22cmXllcmの礁が置かれている。

5106 

私ぜ

d
 

。

50(l rn 

rH色 シ!~ t， n、t，'itlはな fLPl;~ Lt少なくし主ってしる 本 I{子!Omm，f:、満}

をむ I;iむ

lOYR5/fi 前倒色、ンルト託、粘性はなl'cイL柑!はなく県くしまってい心。木炭 I(壬lり_.)

引を幸、古も

10YRti/ti 市対(1， . ト 官 、 tl，刊はない 11.1'1;([1事〈料、切である 滋人物iよな(eJWな 1

>1 lOYRC，/o ¥̂YdiJ色、私'I'tJ.孔隙はψなく L工 ふ iU.人物はな九、均質な
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亡しゅ焼 iハ
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III 

16 



第l章調査の記録

柱穴は北東側壁に1カ所(Pl)、西側壁に3カ所(P2，P3，P4)、南側壁ーから南東側壁にかけて3カ

所(P5，P6，P7)の7つが確認された。このうちP3と肉、 P6とP7については、それぞれほほ同位置

にあるため、同ーの柱に対応する柱穴と判断される。各柱穴の深さは以下のとおり。 Pl;22cm、

P2;13.5cm、P3;lOcm、P4;7.5cm、P5;19.5cm、P6;8cm、P7;4cmo

第6図4は住居中央北側の炉から出土した深鉢形土器である。体部下半から底部までしか残存

しないが、器i剖は RL縄紋が縦位に回転施紋されている口底部近くは横位のナデ調整がほどこ

され、誌面には笹の葉の正痕が残る o }j台土には砂粒を含むが焼成は良好で、ある。二次加熱のた

め全体に桂色に近く発色しているの第6図3は4の北側の燥にかぶさって出土した小形鉢形土器

である。{本部上半に紋様荷があるらしく波状の沈線が器的jをi盗る口体部下半には RL撚初:を縦

{立に回転し斜行縄殺を施紋している。胎土は精選された粘 L~ を用い、焼成も良好で、被密に仕上

がっている。第6図上 2はいずれも覆土中からの出土である。麿?円縄紋手法により口縁部~体

部上半にかけて曲線的な構図の沈線区画紋を施紋したものらしい。区画紋内には LR 撚紐を縦

位回転した斜行縄紋が施されている。胎土には砂粒を含む。器出は二次加熱のため脆弱である。

2 

第6図 5106竪穴住屠跡出土土器



上祭沢遺跡

2)土坑

S K04 

竪穴住居跡、 SI 06のある LH49区で検出した口成Iuif壬が昨!日部任ないし頭部任より大きいフ

ラスコ状土坑である。関口部径133~143cm、頚部径lOOcm前後、底面径140cm前後、中央部の深

さ130cmを?111Jる。確認面上、市束性!IJで11[，古!、援土下部9J討中に41[?i[の宰をやや上回る大きさの燥を

確認した。底而中央に任25x 16cm、深さ 12cmの浅いピットをもっ。 SKO/1の濯土は坑外からの

流入土と坑内培面の崩落ー|てとが7T厄;をな Lた自然堆積の状態を良く示すのに対ーし、北京!日IJに隣

接する SK 12は関口部の崩れが少なくかっ底部までの充i真土の大半が地山土の再堆積土で、，JCjめ

られているつしたがって、 SK 12についてはその廃絶に際 L.HRめ反されたと考えられるが、そ

の位置関係から埋め戻しには SK 04からの排土が用いられたと推測される。

第12図11、12は確認面上から、 8、9， 10は覆土中位からの出土である口 11は251百に L

R縄紋を縦{立に回転施紋した深鉢形土器の体部破片である。内面の調整は比較的汁念に行われ

ている口 12は揚底の深鉢形土器片。体部下半には LR撚手11ーを左上一右下方向に斜位向転して横

走する縄紋を施している。 両者とも胎土に繊維を合み、器壁は!豆く脆弱である。 8は頚部で

f く J の字に屈曲する深鉢形士~~の口縁~頚音1)破片。口総は波状を呈する G 出 rll1 する頚部の上

には右から左にIbJけて先端の尖った工具による2段の車Ij突紋が連続 Lて施されている。胎土に

は砂粒を多く含み、全体に三次力LI熱によって脆くなっている口 10は体部で大きく膨らむ浅鉢な

いし鉢形士課の破片。器而全体に LR撚紐を縦位に回転して斜行縄紋を施した後、浅い沈線で

区画してクランク状の?提示文部分を作り出している。胎土は精選した粘土を用い、焼成は良好で

ある。 I斗I百iに樹脂状の塗膜痕跡が残る。 9は深鉢形土器の破片と推定される。口直下は無紋

q 

-0 ~ 
くここコ

7図 S 106竪穴住居跡.S K 05. S K 12土坑出土石器
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KO.Iを取った1干の排土古人両Jlt!古したものである。

IlfJ前尚色、 t'ifiであるが、 ltlO-20酬の11，11唱したブ口 yクによって檎成

きれるつ 1たがぺて、-IL附も多ど、脆 (ITlれ%いお

!!!j位同色、粘!!(Iをペースとして、 l 肘の紺HtL、 ~.ti j-'iJl!'えてしるつやや

IL仰があり、軟質である ρ

<1 lOYR5!日-6/6 前尚色-llfJ前尚色.判lliitをベ スとして、 t'i'l'ilを ilt じえている。 IL~，!菩

5 iOYR5/o 

。IlliltV4

7 lOYR3/t 

P， lOi在4/-1

9 !OYfiSi6 

く軒、l'i-eiviれ喝し~

j，'ti.褐色.tJltLl二、 2~\1 よりも小与なゾU ック <:'1昆iI""さiL -C いる ".jLp，!Iよ手

どJuiれ易いコ

日品約色、 fl11rtで孔隙さわめとiL隙 ι章ある

I!庁総色、名Il~1 で fL~" 早い きわめどfLf.i;!$ <和、n'C'，ιる

民j色、枯i'LイLfI:!多く牧民であ匂コ市間iで多;誌の本院をf守むり

{lt梓j色句 ft!in. {L~~~ 多く軟I1t1: r主j 色土粒、 .Plë割lI îê を会んごいる 1

SK 12 

第 l章 調査の記録

S K初

1 IOYR3/3 

Hil1f.i色、/Iレト'i:'il、{争

かに l/，tl を箭びるμiL~1;l

$(軟"である

一一"7.WI/ト.j/.j >>J色、 tii賃上、 1¥'4にJL

ベしまっている 任 l

) 1りi1U!J

lOiK:l/J 

InYI<Sノ6

¥ 
¥ 

5mrnWの眼寺"む、主た、

前>>J色 h;'ill.じI).百五分

的 i二出向色 i がþ~に人る

筒持j色、l/，'nl..IL隙が

あり 3 軟1fl 首位j色 u立

本;.1:粒を怖かをがん合f_f_

IlfJ品約色、私'f11.. iL~l:l 

があって軟自である一畦

1m品l品 J:η

ffrf 件Jf~ ， 品質ゐ {L仰があ

り 軌 dli.~ (~l， ! 

樹立， 1、本町N:が各令1')

:1にiU.じ1) J$:.字的

1::5除jとほ似の初 i

晴樹色、私n‘iL阿1あり

軟吉本i去をブ口 クと

して含む。 iAftJ色 iと閉

持H主iがiJ1じ りたも

ぴ)υ

革約色、 tl，ft.IL隙があ

り軟氏。 崎尚0.:1:、 l火 (1

色 tNを合むつボソポノ

した感触り

(在
--し)-

H二 62.000111

口1

8図 S K 04. S K 12. S K 30土坑
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上祭沢遺跡

であるが、その下位を巡る沈線下には L撚紐を縦{立に回転させた無節の斜行縄紋が施されてい

る。また、口縁下の沈線のさらに下に加えられた弧線内には先端の尖った工具によって、下か

ら上に向けての刺突紋が充嘆されている。胎土は綴筏で焼成も良好である。 11、12は前期、 8、

9、10は中期末~後期初頭の時期と判断され、 8、9，10は遺構の埋没過程の比較的初期の段階

で、 11、12はほぼ埋没完了間際に周囲から混入したと考えられる。

S K 12 

S K04の北東側、 LH48区、 LH49区で検出された。 SK04同様のフラスコ状土坑である。

関口部径86X76cm、底面任136X 122cm、確認面からの深さ156cmの規模をもっO 関口部から頚

部にかけての崩洛はほとんどなしこの部分での!析市形は円筒形を呈する。覆土は9層観察さ

れたが大半が地出の再堆積土によって占められている。

第7凶7は、覆土下位第7層中から出土した小形磨製石斧である。緑色凝灰おの編平な小擦を

素材とし、刃部を中心に両面を磨きあげた後、側縁を磨いて仕上げている D 基部には手が加え

られていない。

S K30 

調査区の南東隅に近い L1 44夜、 L1 45区で絵出した。関口部径108X 106cm、底面径94X90

cm、確認面からの深さ126cmを測る口覆j二は7層観察されたが、壁面白、らの崩落土が主体を占め

る。坑底部で第12図28の土器を検出したの LR縄紋の施された深鉢形土器体部片であり、砂粒

を含むが焼成は良い。

S K09 

調査区の南東側、 LH46区、 L1 46区で検出した。 SK11の北壁を切って構築されている口

関口部径216X 188cm、底面否240x 216cm、確認面からの深さが中央部で;112cmを測る。覆土は15

層観察された。基本的に黒褐色~陪褐色土、褐色~黄褐色土が互層をなす。坑底から大)f~の深

鉢形土器底部が伏せられた状態で、また別のj架鉢形土器半個体分が圧し潰された状態で出土し

ている。

第13凶31 は体部下半から成部まで、II~(線的に降り下端で、僅かに張り出す深鉢形土器の底部であ

る。{本部には LR撚紐を左上一右下の方向で回転し横よじする縄紋を施紋している。底面近くは

横位にナデ調整されている口胎土には比較的大きな砂粒を含むが焼成は堅綴である。 30は平縁

の深鉢形土器である。口縁は外反ぎみに立ち tがり、体部上半で、膨らんで下半はごく緩い曲線

を描きながら下降する。長大径は体部上半にある口体部には全面 LR 撚~dl: を左上一右下の方向

で回転し横走縄紋を施紋している。胎士には大粒の砂粒を多く含み、焼成も不良である。口縁

部から体部上半にかけての外面に煤の付着が認められる。

- 20-



第 1章調査の記録

SKll 

誠査区の南東側、 LH46区、 L1 46区で検出した。北側で SK09に切られている。関口部径

152 x 136cm、底面径164X 148cm、確認面からの深さ76cmを測る。覆土は7層に分けて観察され

たが地山土の再-堆積土が主体を占め、全体に褐色~黄褐色を呈する。

明らかに遺構に伴う出土遺物はない。ただし、第20図37-40の土器が南樫の坑外で出土して

おり、その一部の破片がSK 11のプラン確認面でも出土した。

S K35 

調査包中央からやや北西寄りの LG 50l2{で検出した。関口部経124X 120cm、底面径116X112 

cm、確認面の深さ108cmの規模がある。やはり関口部径よりも底面径が大きいフラスコ状土坑

である。覆土は6層観察されたが、下層が世出からの崩落士を主体とする黄褐色一褐色之、上

層が坑外からの流入土を主体とする黒褐色~暗褐色土からなるの覆土下位の第5層中、中央か

ら南西側に寄った部分で鉢形土器が倒れた状態で出土した。

第13図33は王子縁の小形鉢形土器で、ある。日縁は外反りぎみに立ち上がり、体部上半で膨らみ、

体部半ばから底部にかけて直線的に降り、底部はごく僅かに張り出す口最大窪は体部上半にあ

る口口頚部と体部との境には2条の平行j刻家が巡り、村正部は全面 LR i?Mill:を横位に回転して斜

行縄紋を施紋する。胎土にごく僅かながら砂粒を含むが焼成は良好である。内外面とも煤の付

着が著しい。

S K 31 

調査区の南東柄 L1 44区で検出した口 1'#1口部設108X 104cm、底歪88X80cm、確認面からの

深さ 132cmを測る。覆土は15層観察された。基本!'l~ に坑外からの流入土である黒渇色~暗褐色

土と、壁面の崩落土である褐色~黄褐色土が互層をなす。

坑内からの出土遺物はない。

S K 16 

調査区の中央からやや南側、 L1 47[豆で検出した。関口部箆76cm、底面任124X 108cm、薙認

ITiiからの深さ56cmをiWJる。護士は5J爵観察された。色調は全体に明るく、地山土の+i}t住棋士と

判断される。

覆土中に若干盃:の木炭粒が混入しているほかは、坑rJすからのIU土造物はな¥i'o

S K05 

調査区の中央東側、 S1 06竪穴住居跡の東降りに位置する。関口部径112x 120cm、時認Wiか

らの深さ20cmをiV，ljる。覆土は4層観察され、遺物は1層および2層中に包含されていた口第13凶33

は平日紋の深鉢形二1-- 誌である。体育I~上半から口絃にかけて外反して聞き、体部下半は緩く膨

らみながら降りる。口松下2-3cmの部Ul:で、一部分で、あるが横位にナデられた段が作り出されて
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上祭沢遺跡

ニ 52.200m

SKC帥

1 lOYR3!4 締約色 シルト夜、ややィL出!iI 街頭iこよる自でド'1む

2 lOYR4/6 怯j色、ンルト料、札制!Ii。牧民，{註剥11な，1'決討を古む j

3 JOYR，tf，l t日色、 t.'i質、.fLP;W.，tuL ~j色町純白 1: プ口ノクを台むものJ ， 士 fj-にふ/

細かい" f時側でliff古尚色Iカにdl.Lる

-1 10YR2n :.1.¥>>1色、粘質、 l'却で.fL似合企〈硬質、 下自1:で.fL仰が多〈朝、¥'f[r?J色 lーの

後調mf置かにfずまれる。

5 1りY'R:1I4 附持1f~~ ， M1!{、.fL州事〈側、'f!l <'占拠色 i 約住土 問的色間ム{'人り込

6 j()YR4!6 lWl白色， llj)l{. .f L~I;!世ない 常!f!iのiDiit;1であるが，プ oι ク材、に遣問[I.Jに

人り込んど 1，

7 10ωYR幻パIi陪耗尚A品色立、 も有私'IJ:J質i、J孔際日J;l多 :軟:坑{1'j前'd任尚t呂j立色L上f粒立;台包千、主れている..，U詫:;1八!I':日Hけ1.

u山I(り)りZ' 士 Hδlり川V山k附 掲色、 7私ii愉}

tl1 

9 H川}ηY!¥れ5ν/刈 II革4尚色、 #払買t、イ孔u悶似1引1リiは土多世令fなk守<.1比ヒ+絞I白K的4リJしまつている 1唆立fijlのiVI品 ち1)、Jb 

日 1;11

本的に日初にIlLi::.ぺlる。色日間、 u世のjfiいは‘より台地対;[1に近'， 31Mと、台

地I"Jに1，):11，:する 9~;'í (!)11f.1良治1'<の疋1:起I'H'7_と忠われるむ

1日仏宅粘皆、 fU京事ノ、宇，1:~1 仁が{事かに況駁{'比較し そ，"，応!

了""司い

前*2色、十}l氏、ィL日gさなく、 lt牝(t'JL i._.Jて"七， 1 r.: 1ÍlîJí:\治 lーのブ口ノク ~kiji.

尚色、弘氏、孔~~~あり、 1，勺かし υ 本炭1命説i1 i在、 11''''1 二 ìU人して Lιる

飴色、干'{I;'[:1，-{し隙きわめて+J:ri 自主持lIt主宰 <i1f.人

品持j色 もI!fl 、 1L F>'~!U t_{ c' きわめて号、い I笹川の';i広l'.

ff奇托j色、も';夜、.fL悶、仁淀間着!lf.Lなまれる。

J[)YH'I(.1 約色、結目、-fLß\;( 多く朝、 ~'i Iljj註j色古仁 る

i' i0i'R7/.1 こぶい指尚色、 tl!]'i'I-(あえiが、部 '1的な耐祉のとがY、きく七i!斗こい

..造物iI世陵起線の施きれといは弓 1 ~，守中かム 0)11:1 である

第9思 SK09. SK 11土坑
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調査の記録第 l章

SK31 …/rへ¥

、¥

ニ 62.100111

n
 

I
 

ハハリハリハハ
V

立H主j色 ιI1ト賀、'ILf¥¥0!-く朝、rtであるー枯tlはないヮ

自在地色 M質、'IL隙が少なく、比較的しまっている，本絞殺をmかに古む。

時筒色、ンル 1 賀、黄持j色 i 柱。盟約色上f~l. 本炭教が1Mじり合った土。

lL開1多く軟

，1 IOY制 /6-5/6 持j@，ー黄I!J色、粘質.1L隙やや あ 壁1町並iri品士。

5 lUYR2!3-3i3 ，1.i.Wj巴~略liJ色、ンルト賞、 3層)，i)線、真向色土枝、白色上柱、木炭粒

カ'i!~ 1: 1) った状慰の m京事 J較官

日 10YH;{/;J-.1j.j U百潟色~侶色 1柄、 5討)"1採の iであるが、員持j色iのiJf.人割合が主主

し=

lOYR4iG-S/6 掲色-l!l.lH色、 fl1j1!i.であるが、孔悶1芽、軟'a.o

~ 1肝 li:V:l !lJ尚色 3. S. 6't7と i百!伎の一筒色士のllt人割合丈3い

9 lOYR4/4 褐色、 1、 5、 fi注目指と)<iJ脱出l:.前出色!の混入制止さし~

10 IOY114/日 ~5!G 持j色一首1hli!!..t，古賀，孔隙多く、質】

11 lOYR4/4-4!6 尚色、粘賞、孔附151.いきわめて軟質戸

12 IOYI12/2-2/:1 則的色、シル H号、 3. 6.8.9 桜と )'il 'i'i だが、本炭のIJè人 ;\IJ{，)~

き〈、本民N.阿 体 も { 王 丹 程l¥tと大きいものを合むυ

IH(色、結授、 fL日¥'}(+Xi'L

日高指o、 3、 日、 6、 S， 日、 12械と )'iJViの )'.olL隙多くi'k!1σ

lこぶ"詫給自己、粘2主‘かたくしまっていて、-iLr:mはほとんとない。ヰバ組l

かい 1!，;:.盤 h~下部 G'j崩れた i ご

当民 31

I IOYR~/2 

2 HlYfI:V:l 

3 1υY担3/3

!t¥持j色、シ JLト浪、 r!lj誌な'サ弓寸jうした i、11.隙、軟i'i，-， {f(tM 

色 ULコド炭討がf争かに11¥¥1:る

10YR3!4 U" I!J 色、{~，かに粘性を;;;.ぴる口 lL隙があり牧I'f

3 lOi'f14i-1--.i/6 褐色、粘質、 lL，J;1が多〈軟賞。

4 lOYR5/6-4!6 尚色一前向位、粘抗、 fL~盟各く軒、 'L'lでポソノした感触!

5 10YR1/1-4/6 褐 色 、 私 銭 司 孔 、 軟'['1。本粒を合む。土 ι台。

6 lOYRS!6 員約色、古JU'fI内lニィu ケ担、l二!持t.llしている 執111でf自にlt争えして1L附

も'!、なし l

13 1OYR.j/G 

14 HlY百3/4

lS lOYR7!4 

SK16 

/~ ------， 

口1

SK35. SK31. SK 16土坑
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上祭沢遺跡

Hニ 62.000m

KIO 

1 IOi官民18 {位褐色. ~"1 質‘枯れはな"佳品。な孔隙がある〔炭化物粒が、 fすまれてい

る ti!>はこの層中仁含まれている【

2 IOYR5!f>町褐色.粘質士、やや.fL隙有。

3 IOYR4!6 尚色上、粘質士、 m車事¥"0

楽全体にJf!\ -1 は第 111 層、ならびに第軒闘のl'i~主千百仁と考えられる。組めて明る

い色調を!呈寸る土である，， 1置物は、 1尉中に含まれているが、この l揺は、

上坑の全体ずランの市[両側に偏って .J註慌している u

日ニ62.000m

::: lOYR4/G 潟色、粘賀、 iL隙があり、走らかい3 険者1Iな討をんでいる

3 IOYR4!6 褐色、粘質、.fLPi:!Iょなく幣くしまっている。

K 14 

1 lOY別!6 栂色.粘'i'i、やや.fLf>:l1i、続上?立、A-:iえ校を合むu

2 IlIYR5!9 現亦持j色、悦土輔、ところどころ附尚色上が混じり込んでいる q

::i 7.5YR6/6 緑色、{韮かに後七化したt!i質 1-.財、古地色上イ日マケをi!¥¥人4ゐ士道物

土i!>l11、遺構篠両 LIiらiI:上しーとしる。

SK05 

ご二 62.000η1

K05 

1 IOYR弓/q 員l!J色、 t~jí~であるが， -fu.，令状の士市九五~~けた上うを .v:.rm"J 1二J最も 1，¥1、

L主 ♂いた ι のと \~J われるが。恨の托l乱仁上って ボ);ji"ノのjK態lてろごっ

たものと思われる u

2 IlIYR5!6 明治色、粘質、孔陪!は世なく、比較的YJLt りている 税 Ue[が浪人してい

る。

3 10YR5!6 IYJ褐色、結賞、 J1降、は多三、柔らかい。

4 IOYR4/6 1<)色、私袋、.fL出(1;なく、 11.le.o ブロック状の L

組む、同本艇による従乱が miii<ir'l"止ったヲ(~の間側に認められるn

SK20 

日=62.000m

S K20 

1 IOYR日/6 黄褐色、粘賀、.fL限ゃなくしまコている I培地色上殺を1見え、遺物〈判紋

土器)を包台する。十、従N:を合む 1

2 IOYR5/日 前掲色.ili'i'l. -iLP!U'な♂しまっているザ

3 lOiR5/9-6i9 前衛色 -IYJ!首位;色、結託、~~ <しまている(基盤桜ワ}

111 

第11図 S K 10. S K 05' S K 13. S K 140 S K 20土坑
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第 l章調査の記録

いる。底部はJ樹氏である口器Hiiには条間隔のあいた総紋(前段の撚紐のうち一方を他方に巻き

付ーけた RL縄紋)が施紋されているが、その回転方向は口縁部では横位、体部で、は左上一右下

である。誌壁は薄く、 JJti土には少量の砂粒を含むが焼成は良好である。第12図18は、査71ラ土器

の頚音1)から肩部にかけての破片ーである。 3条を1単位とした平行沈線紋が器開を巡る口Frf屈はミ

ガキ調整が丹念に施されているが、微かに調整以前に施された績1Ii:の~lìlJ モ H 痕跡の残存筒所も

認められる。 16は第20凶44~47 と i可イ駐日本であるり L R撚仰のi可iドェ;とキHlく鋭し=沈線による!告消

縄紋が施紋されている。 17も麿消去ili紋の施紋された体部破片。沈線による区画紋内には L原体

の*ii1立回転による1!日行の斜純紋が使われている。胎土には砂粒を合み、焼成は良好である o 15 

はLR原体を縦位回転した体部破片。 JJfi土の砂粒混入が苦ししミ。第13図33の土器は小坂X式、

第121当18も弥生時代の土器でーあろう c 第121支115、16、17は縄紋時代中期末~佐Jt)J初頭のil日mを

示す上器と'tiJ[釘される

SKlO 

調査区中央からやや出東側、 LI-l47区、 L147区で検出した口竪穴性問跡 SI 06の南側に隣

接する。関口部径124X112cm、中央部での深さ38cmを測る。護士は3層観察されたが、全体に

明るい色調を呈する口

坑内から第12凶11の土器底部が出土しているc 器同iに条間隔のあく縄紋(第13図34と同様の

原体による)が施紋され、底面は揚!まぎみに作られている。胎土は精選された粘土を用い、焼

成は良好である。

S K 13 

調査区中央京寄り LH49区で検出した。 1m口部径136><96cm、中央部での深さ36cmを;nIJる口

平面7r~は N -61 u - Wに長車!lrんiIIIJをもっ楕円形プランを呈する口覆土はレンズ状に堆積する 3

層が観察されたが、遺物はこのうちl、21語から出土している。

第12図19-24の土器のうち、 19-21は!日jイ固体である。体部上半から口縁部にかけて外反し、

体部下半で膨らむ平口殺の深鉢形土誌に復元される。口縁部;はややnr:J享するの口縁下3cm程にl

条の沈線がj怒り、抱球;1犬の構図を中心とした!主治縄紋手法による紋様が休部上半の紋様子苦中に

施紋される口{宇部下半とは波:IK'.こ巡る沈線によってj)ZjillIされる。縄誌は RL.J?Mdrを縦{立に

施紋した斜縄紋が用いられている。器壁は比較的薄く作られ、胎土には金雲母を含む砂粒が混

入されている。焼成は良好である。 24は深鉢形土器の体部破片である。縦位の条痕紋が施紋さ

れている。胎土には同じく を含む砂粒が若干量混入されている。焼成は良いり

S K 14 

S K 13と同じく LH 49r:szで検出した。成而のrJ耳1[1IJ延長は SK 13の覆土第21吾中に検出した。

径160><84cmの不整楕 r1J71~ フ。ランをよ乏し、長軸-}j !rlJは N 61 U - Eに向く。 深さは中央部でも8

25 
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第l章調査の記録

If 

ノ
第13図土坑内出土土器(2) 



上祭j尺遺跡

cmと浅い。獲土は3層に分けられるが、焼土を主体とし、 SK 13と重なる西側部分が最も長く

焼けて糧色に発色している。覆土中から第12図25-27の土器が出土している。 25、26は深鉢形

土器のやや外反する口縁部片であり、 27は磨消縄紋手法と鰭状貼付紋の施された深鉢形土器体

部片である。いずれの胎土にも僅かの砂粒を含むが焼成は良い。

S K 14は覆土である焼土を除去して確認した遺構であり、焼土の形成出がSK 14の確認面上

にあることを考えれば、 SK 13の覆土堆積がほぼ完了した時点で、の焼土形成としても、なんら

かの関連ある遺構ととらえられる可能性がある。

S K20 

調査区の中央やや西寄り LJ 48区で検出した白待160X 136cm、中央部での深さ32crnを測る。

覆土は3層に分けられ、全体に明るい色調を呈する口出土遺物はない。

S K 21 

調査区中央のやや西寄り LJ 47区、 LJ 48区で検出したり北側が深く南側にそれよりも浅い

張り出しがある口控192X164cm、深さは北側中央で76crn、南側で;24crnを測るむ覆こ上は全体に明

るい色調を呈し、壁面のうち、南東側の一部に焼土の形成が認められた。出土遺物はない。

S K 17 

調査区中央 L148区、 LI 49区で検出した。径100X84cm、深さ52cmの小形の土坑である。

覆土は2層観察された。出土遺物はない5

S K 18 

調査区中央やや南側 L147区、 LJ 47医で検出した。窪60X52側、深さ28crnの小形の:-1-.坑で、

ある。覆土は4層観察された。

出土遺物はない。

S K 19 

調査区中央やや南側 LJ 47区で検出された。径108X72crn、深さ28crnの小形の土坑で、ある。

覆土は3層観察され、全体に明るい色調を呈する。

出土遺物はないo

S K 15 

調査区の中央 LH49区で検出した。断面に柱痕跡を確認した小形の遺構である。径60crn、深

さ64cmを測る口覆土は4層観察されたが、第4層が柱痕跡、にあたり、第2層、第3層が柱と掘り方

の隙間への充填土で、あろう。第l}語は柱の腐朽後の堆積土と判断される。

覆土内中{立に擦があるが、外に出土遺物はない。

28 
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上祭沢遺跡

S K32 

調査区の南東端、 L144区で検出された。 SK30の南東に隣接する。径48X46crn、中央部で

の深さ30crnを測る小形の土坑である。覆土は暗褐色、褐色土の2層観察された。

出土遺物はない。

S K33 

調査区の北東隅、 LJ 44区で検出された。 SK30、SK31と隣接する口径70X 56crn、中央部

での深さ16crnを測る小形の土坑である。覆土は褐色を呈する。

出土遺物はない。

8
 0

 

一

SK32 

ニ 62.400m

400rn 

蕊 総 蕊蕊返還
SK:l:l 

S 1¥32 
1 IOi'R4/4-.1/fi 尚色、粘 i 説、やや~L隙干Î 時制i0.t~ t~ を 1革かに ii~ 人門

1 lQYR3!3 

" 10VR4!4 

時間色、私賞、 IL隙少なししまっといる。

褐色 tl，官.-fU院ややあ!)"

SK34 

ニ 62.200m

蕊忘ミミ
S K34 

1 IOYR3!4-4!4 褐色一階褐色、粘賀、 ~L開tj，.~なく比較的しまっている 1111).と部の深い納所 S K29 

で黒褐色に近い色調をする。 1:器ti-l土4この陪rF詰;からのIHJ 1 IOY114!4 thl色，シル i 賞、孔出(lま告企し堅くしまっている，!~慌を多く台む

lnYR4/日一日jfi 尚色~品褐色、ン IC 卜~粘 l 、礼開t~\ 軟 fî Fil!.U)ヰ炭士合み 下郎2 IOYR，16 前掲仏、粘質、 flJ，(Iょなく碕1'1.

では匂椛 I'it.亦する筒叫がある

η1 

第15菌 SK32. SK33. SK34土坑、 SK29撲焼窯

- 30 



第 1章調査の記録

S K34 

調査区の南端、 LJ 44区で検出した。径80X68cm、中央部での深さ24cmを測る。覆土は暗褐

色~褐色土と黄褐色土の2層観察された。覆 L内 L位で、第12図29の胎土に繊維を含む深鉢形

土器体部小片を検出している。

3)炭焼窯

S K29 

調査区の南西側、 MB46区で検出した口台地上の平坦面が西側に向かつて緩く傾斜を始める

地点にあたる。径]50 X 134cm、中央部での深さ14c訟を測る。坑!長雨中央からやや北西側に焼土

化して赤変した部分が!よがり、その西側に木炭塊およびヰ4炭粒が点在する。覆二i二は木炭粒を多

く混入する暗褐~土を主とする。

木炭以外に出土遺物はない口

4)塚

遺跡の載る台地の北端から10mほど内に入った、ちょうど60mの等高綾の内側に入る位置にあ

たる地点から南にi向かつて4基の塚が作られている。 4基のとも台地の上を縦断する遊歩道に

東半分を削られて、それぞれの中央に積まれた擦が遊歩道西壁断面に現れている口調査区には

4基の塚のうち南側の2基がかかり、南端のものを SX 旬、その北に{立置するものを SX03とし

て調査した口

S X02 

調査前の計測では、頂部での探高61.8mをiP，1Jる。東側は遊歩道によって切られているが、西

側は台地の丙斜街へと連続する。現状では塚の上に樹齢30~40年のアカマツが植えられている。

腐植土からなる表土をはぎ取った結果、中央頂部とその西側に拳大の燥の広がりが認められ、

その周りを IIJ高50cm程の黒色土の充填したiWf:が在5.3~5. 5mの円を描いて巡っていることが判明

した口中央頂部の擦は径2mほどの範囲に広がり、一部が東側の遊歩道断面に現れている口同iNIJ

傾斜面では礁はまばらで、溝に近付いて再び密度を増し、溝の!什領IJの半周分程が礁によっ

われている。傑は溝の中まで連続しているが、溝+1の擦は東側の削られた部分にも確認されて

いる。

講中の覆土は基本的に黒色~暗掲色を呈するシルト質土であるが、その下に黄謁色二l~ の:1#種

が認められる部分もある口境の盛り土は褐色~培褐色を呈する粘土ないしシルト質土であるが、

調査区内の基盤層である第N層の上に中央頂部で、40cmの高さに積まれている。

盛土を除去した後の第N届面の中央から僅かに北によった部分で待1.14XO. 8mの掘り込みを

31 -



上祭沢遺跡

確認した。掘り込みは2段にわたっており、北東側は28cm、南西側は16cm程の深さがある。覆

土はにぶい黄褐色~暗褐色を呈する粘質土である口盛土を除去した時点で最終的に確認した遺

構の規模は、基底部径462X426c郎、溝外縁径582X552cm、溝上001幅64-98cm、溝底|幅21-51cm、

溝の深さ18-27cmで、ある。

盛土の下部、および講中から混在と判断される縄紋土器小片が出土しているが、明らかに伴

うと判断される遺物の出土はない。

S X03 

S X02の北側に隣接する。溝の部分で SX02と重複し、 SX02によって切られる口調査前の

言"7部で、中央頭部の標高はむ.45mを測る。 SX02同様、有機質を多く含む表土を除去すると、

らそれをやや上回る大きさの様、を損んだ!よがりと、 i壬6.1-6.2mの大きさで円*~~こ巡る

プランが露出したり擦は SX02向縁、中央;頂部とその西織に広がるが、中央頂

部では控L5m程の範囲に集中し、その西測では講に近い程密度が濃くなる G また、離はj背中ま

で連続するが、溝中の擦は東1~IJ にも多く検出されている。ま さらに号Ijの塚の南端部分が、

S X03の北側に隣接して確認されている口この隣接部分の蝶中に混じる状態で第16図34、35、

の陶器が出土したむ

S X02同様黒色一培褐色を呈するシルト質土が主体となる G 盛土は9=1央頂部で第

百層の上に高さ34cmに積まれている。主に褐色~暗褐色を呈するシルト質の土からなるが、溝に

近い部分では黒色~黒褐色土も堆積する。盛土を除去した時点での規模は、基底部径474X420側、

X 582cm、活 1てi雨11)話54-120cm、講 -60cm、i:NJ:の深さ21-33cmを?UIJるゥ

35は、 SX03北部から出土した陶器片である。表面は素紋の)京誌により lllJき締め

34 

35 

第16沼 SX03塚出ごとこと器および潤辺採集資料

- 32-



第l取調査の記録

e <> 

。
O
O
B
 
。

も

。

。
/ 

-G
o
 

Q

S

 
。。

d 

9 ，，~ 
C:i:J 

c 療等高線は調査前の測般による

〆コ
() 2m 

第17図 SX02・SX03塚全体図

33・34



第 1主主

/ 
J 

〆

_" '1Ci'もが1

'0;' 
¥ 

7 lOYR4/
3-313 

8 lOYR5/6 資総色、括質土.

中綬も切る~
'0 

占型色・ン J~ ト Z立~ 10YRZ//
 

10 lOYR211 

A
O
O令ず

ゆい

H庁鵡色
J 

・:rlιH寄
.表土A昔、

3 :に7f;qL~
色町

般的Lま
ー

と色よる;な;!?;
ま

6 
土防質上九はって了品約鴨川色調

lOYR<1/'1-
'1!6 •草色 . :""//..-

も'~

都月を@>t."色調中曲Yo

北〈丸命生d
b
 

向
町

2
し

マイ
d止

法」情

。
質鮎必

J帳

S X02磁土

1 )OYR.i13 

4 iOYR3/4
 

6
 

f
J
I
 

4
 

un y
 

A
U
 

I
 

C1U 

人~一ー~ーこ二一一ー
-ーー

?ハ、

ーと』見====1-'"

犯人ずる。

培褐色、シ IL

2 10YR4/
，、 J、する。

'1(0--51
6 筒色~帝却h

山崎産平範おんぶ叫〈しして川

35・36~ 

11 10)'1日/ら色調司司

事正賞、 本是正軽量

第18図



一 むs

心

，ミ亡

、へ
七=

{吉と

~ム

v 
H 口

、

/
 /
 

/
 

6) ':' 
・〆 UO/)7

、、¥、、

s X 03~~ 上

] IOYR4!4-4!6 褐色、シトル賞、表土層.i壬5-8mrn程度町ブロソクに回結した状態で惇

めて.fL悶1多1，.1."植物棋若しい。

2 IOYR2!1-3/2 nH~. -:.f.~侶色、シ Jl.1 賞、孔~I'多く粘性を欠外側 (1bli荷部近く)ごは

思弘、]'.]側にlilJかうにもか、制色ぎみとなるυ 盛土中段も精い色調を呈する 0

:1 lOYR4/6-5/G 褐色~黄治色、;.)l-1--粘土、 fL降!:l、なえしまってお 1)、やや粘性も ，itiぴ

る。木炭1世朝i粒を僅かに{'iむμ

ι] 10i'R4!4-3!4 褐色~府褐色、シルト皆、 iL隊合なくし主っているが、粘性を欠@.~;1ï R 10i'R3/2 盟約色、シルト賞、1O，'í よりきめ織かくしまっているu 色調もやや明る~.'" 

はk，l!fj:A12射にJ日、で陥¥'~ 
9 lOYR3!4 陪褐色.ンルト質土をベースとし. í~5回i計'ri査の褐色 tブロ v クを事〈混

5 lOYR4/G 褐色、':'-)1.-ト質.やや fLPl.~があ旬、粘性を欠どロ色調は~上中鼠も I~l るいυ 入する。またごく僚かながら焼土粒がiJtじる部分もある。

6 1Oi'R2/1 県色、シルト質、多孔隙で軟かい。 版物恨の多く入る表土層。 JO JOi'R4/6-S/6 褐色一前倒色、j;l;質.fL隙な少なくしまっている。構壁の陥落土を主体と

7 JOYR2/2 m悩(1)，，シルト官、比軒的しまってお打戦訟である。 1部では飴色土粒を 寸るe

首いする一 第19国 SX03塚基底平覇および土層断蕗

第 1章調査の記録

III 

37・38-



第 i主主 調査の記録

られ緩い稜が残る。内面は3X3.5crn宥二度の円形素紋原体で"~I[Jき締めた後ナデている。胎土には

白色砂粒が含まれ、焼成は良好で堅く桜色に発色している。

そのほか、出土地点は明確にしえなかったが、第訪問36の資料がある。昭和58年東北横断自

動車道関係の発掘調査の折り、上祭沢遺跡の遊歩道を工事した関係者から持ち込まれ、遺跡発

見の端緒となった資料でもある。工事の関係者によると、 SX位、 SX03のある付近での出土

とし寸。査と判断される陶器の体部下半~底部で、底部内面を除いて内外面ともロクロによる

調整で仕!二げられている。底部内雨の器国調整は施されていない。底面には回転糸切痕が残る

が、切り離し後の外}誌の調整等は行われていなし」器壁は尽く、飴土には砂粒が若干残るもの

の、焼成は良好で還元信による1I青灰色を呈する。

5)遺構外出土土器

第I群土器(第20図37-45) 

内面調整が条痕によって行われ、褐色~非褐色を呈する。縄絞時代早期の土器と判断された

が、表面の器面調整、紋様施紋によって2類に分けられる。

第1類(第20国37-43)

条痕紋(あるいは多条沈線紋)を施紋し 粘土の貼付けにより網隆起綾紋を施す土器口

第20図37-~43は同一{同体である。許認点の被片が控40cm程の範函 i斗から出土した。ロ

(37)、体部上半(38-40)、体部下半(41-43)の破片ーが認められたが、底部の毅Jtは出土して

いない口器形は口縁部-f本部上半が佳かに外反ぎみに立ち上がる平日縁の探鉢形を呈し、底部

形状は位、りなど体部下半破片の縦横の湾曲具合からおそらく平底に近くなるのではないかと

思われる。口縁部は体部に比べやや薄く、口唇は僅かに外そぎぎみに面とりがなされる。その

外面には体部まで連続して施紋される条痕紋の端が僅かながら観察され、口縁部以下の紋様帝

中には斜位の条痕地に粘土を貼付けた網隆起線紋が施される。条痕紋は条と条の間隔が10rnrnと

比較的広く、条間の起伏も大きい。先端の丸い棒状工具を施紋:呉とした沈線と見るべきかも知

れない。綿隆起線紋は貼付け後断面i形が三角形あるいは山形になるよう調整されている口細隆

起線紋全体の構成は窺えないが、恐らく紋様帝の上下では平行する条を巡らし(37、39)、その

出は幾向学的な講図が搭かれている (38)と忌われる。また、器表面桂に明薙ではないが、内面

にも横位の条痕が残されている。比較的薄手の器壁には繊維は合まず、金雲母:を含む少量の砂

粒の混入が認められる Q 焼成は良好で明褐色を呈する。

第2類(第20図44、45)

第20図44、45は同一個体である。短いRL 1黙秘を用いた斜縄紋を施す。|付面は不明瞭ながら

条痕が微かに観察される。器療は厚く、飴土にはキ!日ごく微量の繊維が含まれているほか、細か

39 
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い砂粒も多く混入されている。色調は明褐色を呈する口条痕を伴う器内面の調整、砂粒を含む

飴土、明褐色の色調などは第1類と共通する。

第E群土器(第20図46)

木白状撚糸紋を施した土器。原体は Lの撚紐を軸に巻きつけた絡条体である。内面の調整は

丹念にかつ綴密に行われ、きわめて平滑に仕上けfられている。胎土にはごく箆かの繊維を含み、

焼成は良女子である。器表面はうすい控色、内面は灰褐色を呈する。

第盟詐土器(第20図117-56、第22図71)

沈線による由椋的な構図の紋援が捕かれる土器。 i尤線は麿消縄文手法とともに描かれる場合、

磨消縄文を伴わない場合がある。

第20図47-50は同一{固体である。残存する破片から推定すると、口縁が大きく外反して開き、

体部はおそらくその下部に最大在がくるように膨らむ平口縁の鉢形土器であろう口口与は丸み

を帯び¥口縁部は幅2cmほどの無紋帝となる。おそらく、最も径の小さくなる頚部には1条の沈

線、を巡らせた後、そのよに工具を右に傾けて連続施紋した料突をj合わせている。頚部沈線下に

は細かな LR縄紋を回転させた後、 2本の平行沈線によってクランク状のモチーフが搭かれ、

沈線開は無紋に調整される。 沈線は比較的浅く、施紋後の沈線の底に対する調整もほとんど行
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われていない。内面の調整は丹念に行われているのまた、樹脂状の塗膜が部分的に残るの胎土

は綴密で精選された粘土が用いられ、焼成も良好で、表i語、内聞ともに灰褐色を呈する s

第20国51も磨消縄文手法のとられた土器の体部}十である。右下方と左上方からの沈線が対向

し、縄紋部分と無紋部分とを画している。第20図47-50の土器に比べ燕紋部分が広いが、おそ

らく、これもクランク状のモチーフが変形したものであろう。縄紋の原体は LRであり、沈静、

は浅く施紋後の調整は行われていなし ¥0 内面の調整は比較的丁寧に行われている。胎土にはや

や組自の砂粒が準じるが焼成は良好で、ある。 灰色を呈する

第20思5'7は大きく外傾する口縁部破片で、ある。おそらく、時1杭程度の波頂部をもっ波状口

となり、器形は体部に括れをもっ鉢形土器となろう。口縁部は蕪紋で波頭部から二又に分か

れるj主総下に抱球状の構凶をもった紋様帝が設けられる。抱球状の構凶内には Rの撚糸紋が胞

紋され、さらに下から上に向かつての刺突列が沈線の区雨に沿って施されるむ内面には波頂部

から隆起線が降り、さらに器表面の紋様帯上限を函iする沈線に対応するように隆起線が巡って

いる。内j訴の調整、器表面の燕紋部分の調整ともに丁寧に行われている。胎土には若干の砂粒

を含むが焼成は堅殺で、うすい糧色を呈する。

第20図53は橋状の把手をもっ平日縁査形土器の口縁部破片である。口縁部i土産かに外反しな

がら内傾する。橋状把手は欠損するが、口縁下に鮎村守けられた隆起帯上から頭部の隆起帯まで

架けられていたものらしい。体部には LR縄紋が縦位に回転施紋され、頚部隆起帯下に沿って

ヲiかれた沈線が一部体部まで伸びている。内面の調整は比較的丁寧に行われている。飴主には

砂粒を多く含み、焼成は良い。色調は灰褐色を呈する。第20凶54はRf黙りの撚糸紋を地紋とし

て、沈線を加えた土器片。内部の謂整は丁寧である。胎土に砂粒を含むが、焼成は良好。灰褐

色を呈する。第20図55、56は無紋地に沈線が加えられた土器片。ただし、 55の場合は縄紋が施

紋されている可能性もある。沈線は浅いが、施紋後の調整が行われ、ことに55では沈線の右側

を蕪紋にするにあたり、沈線の稜を大きくそぎ取っている。 内出ーの調整は55では不良、 56は丁

寧に行われている。両者とも胎土に砂粒を含むが焼成は良く、灰褐色を呈する口第22図71は仁!

縁が外反ぎみに開く深鉢形土器の口縁部~体部片である。口縁無紋帝部分は体部よりも厚手に

作られている。そして、その境には沈線が1条巡り、下{立の体部上半には Lの撚糸紋を地紋と

して、磨消縄文によるモチーフが捕かれている。沈線の抗i出は丁寧で施紋後のjl王寺文部分の調整

とともに沈線自体も再調整されている口内面の調整も土師器のミガキに近く非1y;~こ丹念である口

胎土には少量の砂粒を含むが焼成は良好である。全体に灰褐色を呈するが、住かな黒斑部分も

認められる。

- 42 
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第23図遺構外出土土器(4) 
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6)遺構外出土石器

石鍛・尖頭器(第24図74、75)

第24図74の有茎鉱は、図右側の而iに一吉|弓ミ材の主要剥離面を残すほかは、耐由ーとも側縁から

の加了.によって形を仕上げている。凶左側においた面の右翼は尖るが左翼先端は丸みを帯び、る。

第24図75は先端を折損する尖頭器である。先端部は素材剥)¥-の打面倒に作られ、 i古:続的な基部

縁は素材剥片の末端をそのまま残している。図左側の誼iに加えられた側縁の加工は非対称で、

中軸やや左寄りに明瞭な誌を形づくる口対して図右側の荷での強IJ縁の加工は比較的平坦である口

箆状石器(第24図76、77)

第24図76は横長の剥片を用いて作られた箆状石器である口素材の表面には主要剥離面から末

端と打面側に比較的大きな剥離を加えている。主要剥離商には末端と打面倒に表面側からの細

かな剥離が連続的に加えられるのみで、主要剥離面白体が大きく残されている。図の下に置か

れた刃縁は素材の主要剥離ITiï側から幅3~5mmの細かな剥離を加えて作られているが、表面ーから

の加工は施されていなし」石器基部はほ材の様皮に近く粗い面を呈するが、表面倒から3回程、

主要剥離面倒から4回程の剥離が施されている。図左側の面のメj縁近くには穫期による光沢が

残されている。第24図77は両面ーを加工した箆状石器である。側縁に加えられた剥離は表裏両面

から交互に施されている。刃縁は図左側の面で縦長の細い剥離を加え、図右側の面では短い剥

離を重ねている。 I型左側の面の稜は顕著であるのに対し、図右側では明確な稜は形成されてい

ない。

剥片(第24図78~第25図87)

第24図78、箆状芯器の未製品とも考えられる石器である。肉厚の素材を用い両面とも全面を

加工し、上端は図左側の面の左側縁への加撃によって折りとられている。両側縁は両極打法に

よって潰れ、特に図左側の面の左側縁が著しい。第24図79の縦長剥片は、主要剥離面の打面左

に主要剥離面側から数回の調整剥離が加えられ、主要剥離面の左側縁には使用によると思われ

る微細な剥離が認められる。第24図80の横長剥片は、主要科離面倒の打面の左側縁に僅かに微

細な剥離が認められる口第24図81は縦長剥片の末端および打面側を、それぞれ主要剥離面中央

と表面の稜を打点としての加撃によって折りとっている。第24図82は両極打法によって得られ

た剥片である。第25図83も両極打法による剥離痕が表面}に残る剥Jiーである。回左側の表面下端

より左側の潰れが著ししまた図の上端の打面に近い部分には大きな階段状剥離痕が残されて

いる。第25図84は閣の両側縁に階段状剥離が認められる。また、下端は主要科離部側からの加

撃によって折り取られている。第25図85は末端の表面から2回の科離が加えられた後、逆に主

要剥離面から数回にわたって階段状剥離が施されている。第25図86は傑皮を残す剥片である。

おそらく、図左側の雨の右側縁下の蝶皮からの加撃によって分割された剥片を主要剥離面側か

45 
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らの加撃でさらに折断し、その両折断面と凶上端の蝶皮面を打面としての剥離を全面に加えて

いる。結果、主要剥離面は残されなかったものではないか。第25図87も際皮を残す剥片である口

末端が蝶番剥離で、終わる図の下端の際皮からの加撃を除いては、素材の縁辺に亀甲形になるよ

うな浅い角度の剥離を加えている。

石核(第25図88)

凶のよ端に付:材の節理出を残しそこを打面としての剥離痕が函左側の面に、また、下端に残
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る剥離屈を打面としての剥離痕が図右側の面に残っている口

Illj石(第26図的)

第 1章調査の記録

偏平な格円形擦を素材とする。[~みは表裏両面に残されるが、素材の長軸に沿って点々と残

る口図の左側の面に残る凹みは深いが、右側の出の凹みは浅い。

磨石(第26図90、91)

第26図90は、やや厚手の指円擦を素材とし、国の左側においた面と周縁に磨り面を残す。

側の面中央やや下に鋭い縁辺をもっ工具によって連続的に蔽打された痕跡が残されている。第

26間91もやや厚手の円擦を素材とし、その両面と周縁の一部に磨り屈を残している。

第 2表 @石材 e

番号 出土区・層位 石材 重量g 番号 出土区・層位 五材 重量g

第24図74 LG54 1層 頁 TゴJ 第25図83 MC45DJJ語 頁 石 1 6 

第24凶75 LH481J層 黒色頁岩 4 第25同84 LI48l!層 頁 石 3 3 

第24図76 MC45盟層 頁 :日 電，コ、~、7 第25関85 LI46自層 頁 石 6 

第24図77 LH51田層 頁 石 3 9 第251~86 LG52菌層 頁 正ヨ

LI46盟層 頁 干二T 5 7 第25図87 LI48l!層 黒 i曜 :ti

第24図79 LJ44部層上 頁 手I 2 3 第25図88 MA47函層下 貰 干ミ 2 5 

第24凶80 LG49 II層 頁 石 第26図的 LG49nl層上 花満開緑右 5 4 9 

第24図81 LH48HI層 頁 正ヨ 第26[珂90 MA46ITJ JI~ 砂質凝灰岩

首~24[~182 MB47困層下 頁 ヂI 5 I第2剛 LJ45彊層 総色凝j支持
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L~ll尺j立跡

の上祭沢遺跡の調査では縄紋時代早期から中|止にかけての遺構・遺物が検出された。こ

まとめに代えこでは、縄紋時代早期の土器と中世の遺構である塚について若干の考察を行い、

たい。

縄紋持代早期の土器について第 l節

上祭沢遺跡;の調査で出土した遺物の中で、第20図37~42に挙げた第 i 群第1類土器は条痕紋

(あるいは多条沈線紋)施紋後、キ111い粘土紐の貼付けによる細隆起椋紋により幾何学的な紋様

を施すことを特般にもつこi二器である。同じような特i設をもっ土器は東北地方北部で、ムシリ 1式、

中南部では槻木l式と呼ばれ、縄紋時代早期中葉の時期に東北一円に分布する。第3表に隣接地

して示す。よ或の類似資料のiゃからいくつかについてその特鍛

いずれも破片資料が多く、実測凶にあたって器形を知ることのできた国上後元資料は青森，

s 上里遺跡の1個体である。これらは口縁一体部にかけてほほ直線的に売場遺跡の2個体、

立ち上がる円筒形の鉢ないし深鉢71三土器であり、底部は{扇子な丸!まあるいは平成となるようで

ある。本遺跡の資料も口縁部の立ち上がり、体部の湾出の程度から推察すると、ほほ同じよう

ように思われる口な形態

e 売場遺跡のように指頭による調整でややメしみを帯びるものと、口縁部の形状に

下長谷地遺跡のように平らに整形されるものとがあるようであり、 1117巳・いるかい遺跡例も拓

影に付けられた断面園を見る限り前者に似て幾分丸みを帯びているようである。本遺跡の場合

には、比較的明瞭な而取りがなされ、やや外側に [~ïJ きながら平らに整形されている。おそらく、

岩手・下長谷地遺跡、の例に似るものであろう。

器面全体を調整する条痕紋はいずれの遺跡、にもあり、ほとんど横位あるいは斜位に施されて

しかし、宮城・宮沢遺跡のようにその1条づっの単位が狭いと明記される資料もあり、いる。

条痕紋の条間隔には広狭があるようである。本遺跡の資料の体部外面の条間隔は10mmと極めて

a 先場遺跡第百詐}¥:tfj土器、 YJ子・上里遺跡第 I計二位員に見られるような)よく、あるい

多条沈i1~R (条線)と理解すべきかも生[lれない。

キ!日隆起線紋の施紋方法については青森・売場遺跡例を除いて総て貼付けで、あるとされている。

売場遺跡第 I群D1;領土器については、箆状工具の先端で、工具の移動にそった粘土のめくれを

ムシリ 1~~!微隆起線)が主体になると報告されている口売場遺跡第 I 群 Dl

類土器の拓影を見て気付くのはキ11I隆起線のl条づつの間隔が狭くかっ長いものが多いというよ'y:
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であり、短い細隆起絞を加えてハシゴ状の紋株を構成する山形・いるかい遺跡例や宮城・富沢

遺跡例とは対照的である。本遺跡例の第20図37、39の口縁部痘下および体部の紋様帝上下に水

平に巡る部分については、売場遺跡と同種の施紋法が採られた可能性が全くない訳ではない口

しかし、おそらく紋様帯中と判断されるおについては先行して施された条痕紋が明瞭に残され

ており、貼付けによる施紋であることは確実である。したがって、施紋法においては売場遺跡

第 i群Dl類よりはいるかい遺跡例、寓沢遺跡例にj!i縁の関係をもつものと思われる。

器!享は薄いものが多い。胎土については、 Uj:形・いるかい遺跡と右手事上里遺跡例に繊維を

含むものありとされるのみで、繊維の混入は無いのが多いようである。また金雲むを含むこと

-売;場遺跡、!日手・ド長存地遺跡、で報告されており、本遺跡例とも共通する。色調は褐

色系に傾くようであり、本遺跡例もまた同様である。

各資料の報告内容と本遺跡;の第 I詐第I類土器との比較を簡単に行ったが、概して共通点を

多く見いだすことができる。ただし、紋様上の最大の特徴である細隆起線の施紋方法ではムシ

1) 1式とされる 売場遺跡第 1群Dl類とその他の資料では大きく異なり、その差は紋様

の構成上の違いにも反晩されるようである。東北北部のムシリ 1式と東北中南部の槻木1式の型

を端的にこの点に認めれば、本遺跡;第 I群第1頚土器は槻木1式の範111毒で理解される資料ーで

あろう。ちなみに、県内では大館市の上ノ山 I遺跡で間隔が狭くかっ条の長い網隆起毅紋を施

第3衰 錨地域におけるムシ1)1式土器移機本 1式こた器の特讃

遺跡名|器 形|口縁部形状|条痕紋 細隆起線紋の特後 胎土・焼成，色謡

IIい加遺跡!

第11洋9類土器

宮城・富沢遺跡、(制

1 .国区I類土器

第I群7類土器

円筒形深鉢、底 lu端は丸みを有 i外部:横位 I aM.Jけ(b類)は少なく、箆状工具 i棋維無、粒子細かく

国平t口、底辺部!し指!土痕践るも|内面:横位 |を密に'71いて粘土のめくれを調整 !均費、金雲母含むも

湾曲 |の多い I (ムシリ型微隆起線)の有

ド岡山薄l外面:ー 木の葉、レンズ状区囲内にハシゴ状

くなる単純口縁 内面.左上~右下 の貼付構成、鋸歯状貼付、 iを線再1WJ

樹立or無紋 に調整

外国:有 陸線は貼付により|を線沿いにナデ、

内面:有 ハシゴ状の幾何学紋

111日は狭い |隔Zrnrn、高さ 1rnrn、断面山形状

U縁端、平らに外面:有 断面三角形、*:r:E位、斜位、横位に貼付

整形 内面:不明 け、うち横!立のものが紋様帯を区画

右下に開く横位|に 1~ Z cm間隔のま+位

内面:有 |平行の陸線、紋様帯下端に一周の隆

線、経線開!日IJにナデあり
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繊維の有無、両者あ

り、前者暗/)~色系、

後者明掲色系

繊維無、にぶい褐色

繊維燕、金雲母含む

R音問色

少量の繊維、砂粒j見



上祭沢遺跡

した資料 1点が得られており(報告書第39図46)、ムシ 1)1式に比定できうるものと考えられる。

また、本庄市神沢海岸遺跡では後続する上川名I式に比定された内外面に縄紋を施紋した土器

を主体とする中に、槻木1式に比定された細陵起線紋施紋の資料(B類土器)がある。ただし、

その資料の中には地紋に縄紋を施紋する例が含まれている口本遺跡第 I群第2類とした縄紋施

紋の土器も飴土 a 焼成の点で第1類と極めて近担するが、あるいはこの神沢海岸遺跡の B

器の在り方に通じるものかも知れないD

2節 中世の遺構と遺物について

県内でこれまで調査された中世墳墓あるいは経塚としては、平鹿郡雄物川町大沢の北野遺跡、

湯沢市松岡にある松岡経塚、雄勝郡羽後町三輪に所在するト三本塚経塚があるのその他、秋田

県遺跡地図のー覧表中に経塚あるいはよ長墓、もしくは単に塚と記されている遺跡は54カ所存在

する(第4表)口県内での分布を見ると、雄物川上中流域の雄勝'横手鹿地方と H日和町、井

JI! rllyなど南秋田に集中し、その間をつなぐ河辺郡、 111J北部内や由利郡内にも散在する。県北部

では鹿角と能代にそれぞれ1カ所づつあるのみである。

ところで、中世初期の経探11-¥土の経外陶器の地域相について考察した古関康暢は秋田県内の

資料として湯沢ー松前経塚、大森・上i拝観音寺桂塚、雄物川・大沢経塚、横手・掃討;長根Hせ

経塚、男鹿，加茂青砂経塚の例を扱っている。それによると、大沢経塚の中形叩打室、松岡経

塚の中形叩打査 1 例と蓋に用いられていた片口鉢、加茂青砂経塚、!羽!首長根1号経塚の小Jf~査

は須i容器系の製作技法をlJli.日きした珠?fH系i陶器と分類され、松岡経塚の中形nfJ打壷{也11河、上溝

観青寺経塚の中形叩打査は須恵器系と発器系の製作・焼成技術を合わせ持った須恵器・完器折

衷系陶器として分類されている。そして、後者資料の製作年代を在銘経筒の年代に合わせ、松

岡経塚の例を12世紀後葉、上溝観音寺経塚の中形叩打査にはおよそ12世紀後半の年代を与えて

いる。

本遺跡 SX03から出土した第16図34、35の資料は器形を復元することのできなし吋、片である

が、外面は素紋板状原体、内面は円形素紋の原体でIJ[Jき締めて成形し、かつ燈色に発色してい

る。この特徴は、台i両が須恵器・奈器折衷系陶器の特徴としてあげたn[J打成形技法と酸化焔焼

成による赤褐色の器面発色の組み合わせと対!必するのではないかと忠われる。もし、この観察

に違いがなければ、本遺跡の資料は古関が挙げた松岡経塚、十.i梓観音寺経塚の中形叩打査とほ

ぼ同じような製作年代が与えられ、したがって、 SX旬、 SX03には平安時代末期から鎌倉時

代の初めにかけての年代が与えられる口

県内で調査された経塚のうち、羽後町十三本塚経塚は江戸期の絵図によれば始め13基の円丘

が列をなしていたとされるが、明治則から昭和35年までの間にすべて消滅している。幸いにも

内
ノ
L
M

に
J



第2章まとめ

昭和28年の段階で残存していた7号および10号の2基については調査記録されている。そのうち

径7~7. 2m、高さ 1.22mのニ規模をもっ10号の記録によれば、表土掠下中央にやや大きめの石を中

心として.1771閣の…宇一石経らしい小石が径60~65cm、厚さ 16cmの塊状にあり、宋銭、人骨片ー

などが周囲から出土したという口経石はなかったが塚中央に小石の集積が認められる点は、本

遺跡、 SX 02， S X 03の頂部の状態に類似すると言えなくもない。十三本塚経塚の報告者はその

造営の時期を鎌倉時代におかれる可能性があると述べている。

本遺跡の SX旬、 SX03についてはその陶ー者ともおよそ半分を削られており、初期の中世陶

器と思われる陶器片が出土したものの、それが墳墓にともなう蔵骨器であったのか、経外容器

であったのか判然としなし=。 県内の塚を伴う中世墳墓、また経塚とも調査例が少なく、比較を容

易に行えないのが現状である。また十三本塚経塚のように一ー宇一石経とともに人骨片が出土す

るような、墳墓とその追善供養の痕跡がI司ーの遺構に残される例もあるようである。いずれ、

年代、性格、さらに東北北部の中世史の中での位置付けなど、類似遺跡の調査が進むことで明

らかになることが多いと ざるを得ない口

註l 型式名に用いられる数字についてはアラビア数字を用いた。 ムシリ 1式については設定'{i-自身がロ

マ数字を用いている経緯があるが、戦後の!t!式名に用いられる数字の混乱については次の文献が

詳しし~

持1I沢市←ー 「加曾利 E式の細別とi呼称JW1I-1lj80 1985(Uf~和60 年)

註 2 ムシリ l式土器の主体となる土器は早稲間3類中にも見られる沈線紋の施された土器で、納隆起純紋

の施された土器の割合は少ない。売場遺跡では第目前:A類がこれにあたる u ムシリ 1式土器に2種類

の土器が有在することは、間木 l式土器との関係を考えるトで重要な点であるが、ここではその問

題には触れず、単に*[1]隆起線紋の施された土器に r~R って考える。なお、槻木 1 式は関東地方野島式

との士、j比が許われるが、林(1982)が指摘するように、その11'(:践の1:U1係はなし=ものと忠われる。 :[;:1:

見の限りではあるが、胎土・器!享のよう;においてその差は苦ししミ。野島式土器のキIllI在起線の施紋法に

I!);J しては売場遺跡報合者が野島j~'!r任起線としてムシ 1)1式J-.出の施紋法と対比している。視木1式二i二

誌のIUi付けの手法がどちらにより近いものかは不明である円

林謙作 i~Jli 丈一平前JUJ の土時一北海道1Y4一郎、東北地ん J ['Mli文J二(，ff)-:hli:1早・前)!万j，;Pr，i幻1: 1982 (目立

fU57年)

註 3 青森県教官委員会「先場遺跡発ff，lliVM査報白書J1984 (fl[{i'f159年)

，1+ 11 1I1形県教育委員会 il，、るかいj立跡発掘調査報?片手FJ1983 (日日手Wi8年)

itl: :) flll台市教行安n会「富山j立跡第28次元ÆiW，~f出i;I;'f!;:J 1988 (日fi干1163if)

註 G {;.子県教育委員会「御所ダム建設関連遺跡発掘調査報伝書J1982 (llli手1157年)

註 7 芹沢長介・林謙作「岩手県蛇王illijililj火Jr石時時代j第7サ 1965(昭和40年)

n.L 8 日子りよ.f!IUI主文化nナセンター iJ二w遺跡発fltI!，iJlij :td:li W書J1983 (町平1158年)

;H: 9 秋 1:1:1 県教育委員会 íl司辺 103i~'大館市バイパス建設卒業に係る .H町長文化財発射調査N日'~'~H: T J 1988 
(IIU;fn日午)
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上祭沢遺跡

註10 本荘市教育委員会「神沢海岸遺跡J1971 (昭和46年)

設11 吉岡康!揚「経外容器からみた初期中i吐陶器の地域相Jr紀要j第11号石川県立郷土資料館 1985

(昭和60年)

註12 松縄経塚:建久7年[1196J、上溝観音寺経塚:久安5年[1149J 

註13 奈良11事介・豊島昂「秋田原の考古学J古)11弘文館 1967(昭和4')年)

参考文献

山内清男「関東北に於ける繊維土器Jr史前年:雑誌j第1巻第2号一 1929(同和4年)

1111守治労「同追加第一J r史前学雑誌j第1巻第3号 1929(昭和4年)

林謙作「縄文文化の発展と地域性一東北Jl'日本の考古学百縄文時代jM出書房 1965(昭和40年)

縄文文化検討会 f東北宮北海道における縄丈時代早期中葉から前期初頭にかけての土器編年について J

第 4間縄文文北検討会シンポジウム資料 1989(平成元年)

第ヰ表 擦内壕…麓(秋田県教委「秋田県遺跡地図J1976より作成)
追跡名 I円 11: J也 伎十立 i単一!立mi モ・ 1t; ~Ý m三tIl~ i立 物

1‘bT 吋 )11 立ζニ 左才、 吉~{tr打 MμJII aiJル・!}!.l_ 立M疋二

千Ij，lf 遺 跡 IJ[frJ rli卜和IU司王IIJイi ~;'É 干 l

1ヒ'l'j' 1 遺跡 f;}(mrli金Jt 竹宣:2:'火葬人十1"

小村、!I遺跡 秋田市上新城 1 ごE8λ 向i、作，ヘ7J令 tνi τ 

'/C素沼 1. 1I 遺跡 V¥1Jl rli守=内 {王5λ6 ‘[~さ i ? 

似篠 111 遺跡 f)(H1rli.;'f内 千印、"白与さl

自白岡 B 遺跡 l十lf).:凶郡井川11I]I}rri仕i 了Hlli;;任命

1荷'J洲台野;をi.Il上 助i洋、
TVl干}:Ill:llf;井1111町八日! í<J" 布 (mIB {，~..'I'， Hilî (，~人人 l'l'

i討千人間ltllll日手IlIlfT五二久保

l見本従 1: !l1 [十jf}(ITIIiIl昭和田H:UIII県本 ~nw. aifZ';: 

J-... i~.l~ H~ .i皇制、 i十jf)(lnl~; /lH .:f II /lrL;g:JIII 虻川 {壬品、 I自jさi

Jこ n追跡 [打秋 1II /lI;/l{j干Il IH] .l.'~tJII_UtJ ll 自主、錫位m:i.::r，2J~-

〉平ξ r.1!i tu u i洋 I打秋Ulll!l昭和jI日笠川上虻!II 食 3

ーた 1: i!{ i立跡 南秋山1m昭和111]設111卜虻I11 ~Il:;古 ~ifJ:l

g!:E t只 i設 R~ 初、凶 diτ1'1勾 t壬7、高さ1.5 δ 

Ilt i!.;， ii'i:尚 川i旦{ll;I"Jj!1l!il→内 ;~恋 6S:

in iG 1委 教 1宣跡 j"Tjllm;jil日立mf~ti 見 -'YC--iヨ可

仁!;~数 i 遺跡、 1111;1ヒ î~;flliJ~iIJJIIIT ELl il(

i号! LI i送跡 ばj111m雄手Iljllf)lli長 ;t'(必 ~~~J~

土毛布 i"f遺跡 ヨヨ:111 須応、器n

大 来 1 I j室効 iJl!~じ ltl;Vljfl l! ;1 し lこ 111 2口:又二ワ♂吋久司~I

土 111 遺跡 ili1北郡凶{山北町土川 ーバドイ壬

住王寺綬 )cllll1lil付小友 一局ej->-:jJ*手

大:存在J:!丘三子絞Iぷ 平日1111日大森町上機 経倍、j守護

WE功、 iえ似 i立跡 仙北部1111南付金沢 kJ:{(鳥文鏡、土自ilî*~ 、 ;J'UJ!:HffJì

今*111 遺跡 iJi1:1と1郎111n十J村{EiN 有白ピリEんMJ亀

(， ~H:~ 恨経 Ih[ llf 十位手lIi金沢 3 箱、刀、斧、経 i湾、経文;、 ;!ll~1:6~f

|羽 hiit毛似品'(oW.1片 t投手lIi{J;'il{ '占i守鏡!~p:義、i;JJ1陶}J.~製2経詰)陪「 (;Jl恕 Ë~) 、 11 批liil. l
i以 j二i'-t~ 8 lt1 十品子lIi金沢'1''I'j'
tt~ Iht Jぷ IIJ利m;rl1利IJrfJlljl可

九日 町 長 1均: 011利m;欠jるjlfT元jllJ が石
大 i}{ ill 湖、 平I1'[i11;雄物川mf)(~f:jJ~ ;l;J '(-iJ{ 事正常、 *i~ rr;j 、紙イドキF
ill Ji'ti十二以 ヱjLHti11;雄物川III[詩UH.
-tLニ1、 111 i 18干IJI11;京1.11干IJjllJ老方 l二 mri 様、 ;J'i}~~{{if

情!日多，1，h~ 敷 三Hm若j)l羽田IliT以1m 司'王11、Illl卜ー

松 liuJ 1ぷ i!}iNdi十:i.:[llij 金j"~~' í"'j須 fJ.~ 6~f 、 1:nlJiI，ii、JH'、菊花双非丈続

主 沢 主 主 U'U 什lini副iJ1!1j tii]~沢

本 j手土 jさ: illl.1IゴIliflJlliYiJIIIJ.1ヒ伶iliYiJ | 司王(_I

東 1I1 本 穏 な fti1~ヒ 111;[1111幻村般 L

~jj の t~ 遺跡 ヱje使1m平成Illli主主f

主!j: 1 立 跡 f'H'[:im雄物111問T/I')ri

JI主)J比七 11110ぷlil' 横手diJl長成 】つ

小 T'f 111 j，~' I作 ぜq二111JJ~llIf 5 I h'i1ilさ;
小古 1I1火 葬 議 J貸手di大gllJJ I fuu1h[、イili'i
大riJ')1: LLr卜」以 *i者手lIi大sllJ] ~J'Ü包 *ii
採取手:1与(I応 援 横手dil不思n i 

IJ& 里j- liliJ I.i!( llf 横手lli赤1反 2 

jl[iの卜卜ずお、 政1)幸lll;;l;jf走jlIJIJlil( 複数(lj'tJぷ列)

H ili 1台二本.r~; Mf.ll寺 11日 ;n{支出fH il~ 13最tli、:.jミH¥

ifli 11111.11-一様 総1)幸Il日，m走H汀凶l持汗i付 複数 U~U王列)

大 谷 級 以 雄勝郡稲1111111

凸切保 有Iイーi.rh[ f:krll1li上新城(1:{~i 従2人1， 1毛ブ'jJIバ11正
…トー……ー…

じ :; .i:t 長島 打、/11dパ汚 111 ご;êm~lifJ

lilllll (}Jllr'とT奇妙) 労使lIi) Î~IJII!:土奇妙 1~î _l也、
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駒坂台 E遺跡
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第l章調査の記録

第 1節 遺跡および調査区の地形@層位

駒坂台 I遺跡、駒坂台日 遺跡は、白熊沢川市内側の台地トーに位置する。自熊沢川市両側の台

地を北西側から開析する谷は、台地の西綜から120m程入った地点で、大きく 2つに分かれるが、

そのうち南側の小支谷の先端は浅く 2つに分かれている。駒坂台 i遺跡の調査区は、この浅い

一又に分かれた沢頭が挟んだ舌;!犬台地の中央部分にあたり、!向坂台1I遺跡の調査区はその再HWJ

に隣接する舌状台地の付け根市東部分にあたる。駒坂台 1jlHifFは調査区中央で、標高37mを測り、

駒坂台1]遺跡は39mを測る。両調査区のi習にあるがfとの比高は駒坂台!遺跡側で+8.5m、駒J反台

E 遺跡1WJ で十9.5mで、ある。また、 !.5{~~反台 E 遺跡側の舌状台地は東から西に向かつて緩い斜面に

なっている。調査区の設定された簡所、台地の十n対I~ T ，~，j東部分はその最も r"J位の地点で、ある。

基本層{立は雨調査医で共通し、

第 1}吾 10YR2/2黒褐色、乾燥状態では2.5Y6/2以黄色を呈する口腐植土。

第1I}，弱 10YR3/3-3/4 Il音褐色、やや半r1i性を市ぴ孔隙も僅かに認められる。木炭粒を含む。

第罷層 10YR5/'1 にぶい黄褐色~褐色、 IV層との漸移層で、僅かに木炭殺を合む口

第lV}蛍 10YR5/4-5/6にぶい黄出色一褐色、粘性強く i宅くお'i1る口

第V層 10YR5rlにぶいHl褐色、堅くおじまり部分的に砂質土を社-iじえる。

のJII買である。

台地の大ブl'二はLLI林であるが、白熊沢J11 にIrlî した古[j ，j: ~)H!í~地で、ある。

2節検出され と遺物

検出された遺構は少なく、!拘坂台 Ij立跡で i二

坑l基、!拘坂台H遺跡で炉跡lijl~、キlL石遺構1誌で

ある口遺構外からの造物は駒坂台 1遺跡、で35点、

駒坂台自遺跡;で851}:~: を数えるが、いずれもが脱支

持代の L器片、石器および剥J で、ある c

1 拘8ihii立制;)

S K01 

駒坂台[j立跡調子長沢の中央やや間寄り、 MD50 

r~:rで検出した。任86cm ;f'!!の [IJ)I予を!:!~_ L 、 r1~ さ llcm

を測る。覆土は、木}}tli半片を多量に台んだ黒色土

SXOl 

H =47.000m 

応対総SS、
1 lIJY!{~/1 ~，(， l. 色 仁間段差iHJ'j';"~とする'i1 牧'fIご rL~'~ 主い

第30図駒坂台 I遺跡SKOl土坑
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第 1章調査の記録

からなる。出土濯物はなかった。確言できないが、伏焼の炭焼窯である可能性が大きい。

2)石組炉(!駒坂台E遺跡SQ01) 

駒坂台H遺跡、の調査区中央、 LJ 50区で検出した。深鉢形土器の休部を埋め込み、南西側を

除いた周りを5惜の礁によって開っている。また、南側に41問の擦を配列し、その先端近くで両

脇にも小擦をI個づっ配している。さらに炉に近くやや南に偏った部分の東西にも 1個づつの擦

が置かれているc 焼土は坦め込まれた土器の東側に20x 15cm程の範問で、確認されたむ土器の埋

められた部分の局i舗には任65cm程度に広がる暗褐色ことが認められたが、断面の観察で土器坤.設

時の掘り方rJすの充填土であることが判明したむ

第31凶92は埋め込まれていた深鉢形土器の体部である口器拍i全的uこRL撚紐を縦{立に回転施

紋した斜行縄紋が施されている。 ~if壁は比較的薄手に作られている。飴土には砂粒を含み、一

次加熱による器面の剥落が認められるものの、焼成は良好で、ある。縄紋時代後期前葉の時期の

ものであろう。

3)組石遺構(駒原台耳遺跡sQ02) 

調査区の南側、 LI 48区で検出した。

径5~35cm程度の諜16個を 70X55cmの範開に組み合わせ、作り上げている。構築にあたっては、

長窪25~35cm、短径10~20cm程度の比較的大きな機4俳i を組んだ後、その隙間を煙めるかある

いは上部に積み上げるように挙大の襟12簡を配している。準大の擦のうち一部のものは、下部

中央に置かれた大きな擦が火熱をうけて弾けたものであり、幾つかは接合する。しかし、組石

の周囲を精査したが焼土化した痕跡は認められなかった。

組石の北東側には深鉢形土器の体部片が埋め込まれている口土器は細片に砕けており、図示

しえたのは第31図の2片である。器面全体に LR縄紋を縦位に回転施紋している。胎土には若

干の砂粒を含み、この2片に限っては比較的堅般に焼き上がっている。

61 
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第l章調査の記録

4)駒坂台 I遺跡遺構外出土土器

第32鴎95は鉢ないし深鉢形土器の体部破片である。器表面は摩耗し干重別の判断はつかないれ

縄紋が施されている。器壁は厚く繊維を含む。 JJ台土に用いられた粘土は精選され、焼成は良し'0

第32図96も深鉢形土器の体部破片である。器表面には LR縄紋が縦位に回転施紋されている。

内面には比較的丹念に横位の調整が施されている。やはり器壁は厚く、ごく はあるが織

維を含む。胎土には僅かに砂粒が混入されている。焼成は良好。第32凶97も鉢ないし深鉢形土

器の体部破片。器表面には結節部を設けた LR縄紋が縦{立に回転施紋されている。内面は摩滅

が著しく胎土に含まれた砂粒が露出している口焼成は比較的良し」第32図98-100は同一個体口

99の口縁部資料、郎、 100の体部資料から判断するに、おそらく波状口縁で体部に緩い膨らみ

をもっ鉢形土器と考えられる口臼縁部には3条の平行沈線が引かれ、さらに体部にも平行沈線

紋がRL縄紋を地紋として描かれている。内面の調整は丁寧に行われ、 if:ニiこにも精選された粘

土が用いられ、焼成も良好である。第32図101はごく僅かに外反する鉢ないし深鉢形土器の口

縁部破片である。器表面には LR縄紋が縦位回転施紋されている口胎土に砂粒を多く含み、内

面の調整は粗く粘土中の砂粒が露出している。焼成も不良である口第321m97は鉢ないし深鉢形

土器の体部破片。器表面は月ー念に捗;位の器面調整がなされ、内面も了寧な調整カ守主されている。

胎土に用いられた粘土は精選されており、焼成も良い口

5)駒坂台工遺跡遺構外出土石器

剥片(第33図103-108、第34図109)

第33図103は、末端が蝶番剥離で終わる縦長剥片を用い、図左側の面、左側縁の全部と右側

縁末端近くでは主要剥離面側から剥離が加えられている。また、右側縁の上部は2回にわたっ

て折断されている。第33図104は、末端が節理面で折れた縦長剥片を用い、図左側の面、左側

縁には使用による微細な剥離が認められる。左側縁下には末端が蝶番剥離で終わる先行剥離で
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第 1章調査の記録

できた突起があるが、表面ーからの剥離で加工しようとしたか、または折りとろうとした玄関が

窺える。第33[型105は、横長の剥片を用い、直線的に終わる末端を主な刃縁とするための細か

な剥離を表面から連続的に加えている。その調整剥離は側縁まで及ぶが、側縁での調整剥離は

概して粗く、図左側の面、右側縁では折断した後のごく小さな剥離が加えられているのみで、

折断面自体は大きく残されている口第33凶10引ま末端が蝶番剥離で終わる剥片である口末端両

側に調整剥離が加えられているが、図左側の面、左下端では表面側からl凹の大きな剥離の後

主要科離面側から数回の小さな剥離が加えられている口右下端では表面側から3回程度の剥離

が加えられているのみである。また、 tî相IJ紘トー青[)、打 l~iの右聞にも僅かで、はあるが主要剥離i函

からの細かな剥離が複数回認められる。第33凶107は点状打面を有する縦長の剥片である。)1可

側縁には館用によると思われる搬キIIIな剥離が部分的に認められる。第34図109はl側縁を刃縁と

して用いた大形の縦長剥片である口石材が凝灰有のため、縁辺および奉IJ離自体も粗いが、

剥離面の打面に近い上部は、両側縁および打而からの加撃によって調整されている。また、末

端の表面、主要科離面にも調整が加えられる口凶左側の面、左側縁が刃縁として用いられてい

るが、下部の大きく湾出した剥離は急斜度であり、 上部の潰れ痕とともに使用の結果であろう

かと思われる口

凹石(第33図108)

指円形擦の表面に誌打に

よる Ll_Ilみが残されている。

局所的な凹みを有する偏平

擦のものと異なり、高長打痕

跡は表面に散在する。

こ三〉
第34図 駒坂台 I遺跡遺構外出土石器(2) 
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駒坂台 I:i宣跡・駒坂台 IIi室跡

第 5表 駒披台 I遺跡遺構外出土石器出土区@石質@重量…覧

番号 出土区・層位 石質 重量 g 番 7仁7二1 出土区・層位 .質 g 

第33図103 調査区外表採 頁岩 3 7 第33図107 MD49 1 層 頁 4 

第33図104 MF46 1層 3 ;1 第33凶108 LF51 II層 凝灰岩 347 I 

第33図105 MH45 II層 場土品 1 2 第34凶109 ME51 Il J語 凝灰手十 290 

第33図106 MF45 II}高 2 2 

6)駒坂台 E遺跡;遺構外出土土器

第35図110は深鉢形士需の口縁部破片である。器表面には太い LR撚紐が左上 右下の方向

で回転されて横走する縄紋が施されている。内IETの調整は了箪に行われている。胎土には砂粒

が含まれ、ごく穫かに繊維の混入も認められる。焼成は不良で、摩滅して脆い。第35図111は

深鉢形土器の底部破片である。器表面は横伎の調整で無紋とされて、底面には平織の網代痕が

残されている。内面の調整は丁寧に行われているり器密は厚く、若干量の砂粒と繊維を含んで

いる。焼成は良し」第351文1112はほぼ直立に近く:¥'(ち上がる深鉢形土器の仁i縁部破片である。

口縁直下には鰭;1犬の突起が貼り付けられ、;たい沈線による!宍消縄紋が施されている口縄紋の種

別は摩滅しているために半IJ7jljは国難である。内面iの調整はPl念に行われ平滑に p仕上げられてい

る。飴土には砂粒を含み、器表一面に多く露出している。焼成はあまり良くない。第35凶113は

おそらく 4単位の波頂部をもっと思われる深鉢形土器の口縁部破片である。口唇部は外そぎに

作られ、 上端が僅かにi今湾する。口縁~体部には LR縄紋を地紋としての沈線紋が描かれる。

口稼部下には 1条の沈線が巡り、波頭部下には小さな j字形の沈線紋とそこから垂下する S

形沈線紋、さらにその両側を斜めに降りる沈線紋が描かれている。内面の調整は丁寧に行わて

いる。胎土には砂粒を多く含む。焼成は良好である。第35図114から122は沈線紋の描かれた深

鉢形土器の体部破片である。 114と122は地紋に縄紋が施されているが、ほかは無紋地に沈線を

施している。内面の調整は摩訴えしている114と122を除いて丁寧に行われている。いずれも胎土

に若干の砂粒を含み、焼成は良好である。第35図123-136は縄紋あるいは撚糸紋が施された深

鉢形土器の絞片である。口縁部資料123-127では、縄紋あるいは絹白状撚糸紋の施された123

-125が亙線的に立ち上がり、平行撚糸紋の施された126、127がごく住かに内湾ぎみに:立ち上

がる。縄紋の施された123の原体は LRである。撚糸紋の施された125-127の原体は、 127の資

料がLの撚糸紋であるほかはすべて Rの撚糸紋が用いられている。第35図133-136は縄紋の施

された深鉢形土器の体部破片である。 133はRLであるがほかは LRの撚紐が用いられている。

第35図137は器表面が無紋となる例である口氏部に近いと思われるが、あるいは体部には第35

図114-122のような沈線紋が描かれている可能性もある。 123-137の資料とも内面の諦整は丁

寧に行われており、胎土には砂粒を含むものの焼成は良好である。第35図139の深鉢形土器底

- 66-
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W~坂台 I 遺跡・駒坂台 H遺跡

部は底面に木葉痕が残されているの内面の調整は丁寧で、胎すこに少量の砂粒をふくむが焼成は

良い。第35図138の外反して立ち上がる底部は器表面に RL縄紋が施紋されている。胎土に僅

かな量の砂粒を含むが、内面調整、焼成とも良好である。なお、この資料は二次的な加熱によ

り赤変している。

7)駒坂台H遺跡遺構外出土石器

石鍛(第36問140)

両面ともに丹念に加工された右茎鍛である。両1WJ縁からの剥離により向illiとも中事h線にそっ

た稜が形成されている。本体と茎部の境にはアスフアルトの付着が観察される。凶ld!1lJの面、

左翼先端を折損している。

i境状若器(第36国141) 

小形のスクレーパーである。方の側絃が大きく湾曲し、他方がj{(続的になる左右非対称の

形状を呈する。基本的に両面加工であるが、[~右側の面には素材ーとなった剥片の主要剥離而が

残され、素材には横長の剥HAが用いられていることがわかる。素材の打出、すなわち湾出iする

方の側縁中央は、主要剥離昭和IJからの加撃によって折断されている。また、 i耳の下端、石器の

基音1)もごく住かではあるが、素材主要剥離而側から折 v)1[えられている。頚似の石器は、県南部

増田町の八木遺跡で多数検出され、この呼び名で分類されている u

模%石器(第36凶142、143)

黒曜石の小円燥を打ち割った剥)'，-を主材とし、同右側のi雨、 に際!支が僅かに残る。図

の上下に両極打法による加撃痕が認められる。ほかに、図京1!!iJの面、左側にはスポール状の剥

片が剥がれた裁断而が残っている。第36図143も際皮のある剥片を素材とする。両極打法によ

る加撃は位置をずらして行われ、大きく、図左側の面の上端左1WJ縁と下端右側縁、上端右側縁

と下端左側縁とに分かれて認められる。また、上端右側縁には裁断面が観察される。

箆状石器(第36図144、145)

第36図144は両面加工の箆状石器である。両側縁には短しミ階段状剥離が加えられ、先端部は

押圧剥離による細長い剥離が両面に施される。基部は、凶右側の面からの加撃により折断され

ている。第36回145も両面加工の箆:IK石器であるが、 白;に様1支出を残す。 144と同;様、 jJliW出張

は階段状剥離が連続的に力IJえられ、先端および基部には縦長の続IJい剥離が重ねられている。基

部には素材となった剥片の科離面が残っているが、基音1)に加えられる縦長の剥離はそれを打出

として力日えられている。

スクレーパー(第36図146-149、第37凶150-153、第38図161-164) 

第36図146-149、第37図150-153は二次的な加工によって刃縁状の縁辺を作り出している

68 



- 69 

( L )器笠平原料難撃将事II与準繍 国9E鴬

os日l̂i

Lヤl

A
川
川
川
V

U

制ペ一耕

てご二フ (íJ~河-

て〉

〈二〉

o 

~ w-It)- ~~野
野~~ωヨ手陣 主主 I第



駒坂合 1j宜肋;. !~~坂台江 j立跡、

ζ 二二h

ζ二〉

乙ミ〉

156 
Ll5:2 

150 
L.J 

~ 

ζ~ 

ぷ二〉

第37図 駒坂台II遺跡遺構外出土石器(2) 

70 -

トゾ1ドf17

153 
rv1 !¥:'i() 

M C 4~1 



ζ二〉

く

ζ〉

く二〉

162 
MC4i 

第l章調査の記録

/ ち

G 

一品。
160 

[¥1"，，，0 
ζ二〉

AA川

V

陶

K
』
引
リ
叶
id訓
刊
』
い
l
ν

、b
u
y
d
f
m
j
t

口
和
ソ
A
ベ

K
I
-
-
“zr山守

¥
J
q
d
4

謬
〆
起

iv人

¥
}
6
J

4

ク
ル
九
月

M
刻
吋

m
y
i
Q
1
し

ζ二コ

どこ二〉

161 
lVlB.19 

合
間

i
M

第38閤 駒故金II遺跡遺構外出土石器(3) 

~~ 71 -



駒坂台 IJ宮跡・駒坂台 11遺跡;

石器である。第36図146は素材剥片の縁辺に両面ーからネ目立に連続的な剥離を力[1え、突出する尖

端を作り出している。石錐とも思われるが、尖端部を回転して使用したような痕跡は認められ

ない。下端は折損している。第36国147は素材剥片の表面全面を加工した石器である。素材の

加工は主要剥離面僻から行われ、表面{掛からの加工は、僅かに図右側の面、右側縁に認められ

のみである。素材の打面側は折り取られている G 第36tKl 148は素材剥片の末端官I~ を除いた縁

辺に、両面i相瓦の調整剥離が加えられた石器である。素材の打i百iは剥ぎ除かれている。第36悶

149も148同様に素材斜片の縁辺に調整剥離を加えた石器であるが、この場合は加工は主要科離

面側からのみ行われ、表面側からの加工は施されていない。また、素材の打面も残されたまま

である。第37図150は蝶!支を合む剥)IJーの末端のみ調整剥離を加えた石器であるむ直線的な刃縁

に仕上げられた末端への加Tは、主要剥離出iMlJからのみ行われている。第37[記1151は剥片の両

側縁に調整科離を力!Jえた石器である。調整剥離は素材の主要科離出から行われ、区!右程IJの面左

側縁下3/4程に加えられた剥離は、かなり急斜度に行われている。対ーして、右側縁に加えられ

た剥離は素材の先行制離部が急頗斜であることもあって極めて浅しL 第37111152は末端が蝶番

剥離で終わる剥片の両側縁に調整剥離を加えた石器である。剥離は素材の主要剥離雨から行わ

れている口図左側の面、七iWJ縁は比較的傾斜のきっい剥離が一白;末端まで施されている。左側

縁は素材の先行剥離面が主要剥離出と急傾斜をもつため、ごく浅い剥離しか施されていない口

打面倒は折断されている c 第37P支1153は諜J支をもつやや肉厚の剥J¥ーをmい、節理面で剥がれた

主要剥離面倒からの調整剥離を絡している。諜皮の側への力IU~はない。第38図 161~166はその

石賀から!日j…のFJ材から得られた石器および剥片と判断される n 第38図161は、素材剥J¥ーの末

端および図左側の而の打而右1H1Jの1H1J縁に、 表面ーと主要剥離出と相互に調整剥離を加えている口

右下端が尖るため、石鉱の未製品とも考えられるが、いずれ、素材の表面、主要剥離面、打00

とも大きく残されている。第38図162は縦長の剥片の一方の側縁に表面、主要剥離面の双方か

ら調整剥離を加えている。図右側の面、左側縁に刃縁が作られ、右側縁には操皮が残されてい

る。また、図の下端に打面があるが、上におかれた素材末端但IJは折断されている。第38図163

は小形の横長の剥片のほぼ全周に調整剥離をほどこしている。剥離は素材の表面と主要剥離れ面

相互に行われるが、僅かに図の下端では表面{明からの剥離は施されていない。図左側の面、左

側縁中ほどに位置するiTrILI~主主要剥離出側からの加撃で折り担られている自また、中央には傑

皮の一部が大きく盛り上がって残存する。第38図164は縦長の剥片を素材とし、国左側の面、

左側縁に主要剥離面側から調整剥離が施されている。打面は上端右側にあり、図の下においた

素材の末端側は折陸Ifされている口素材の表面には礁皮が残る口
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第 1主調査の記録

剥)，-(第37図154-157、第38図158-160、165，166) 

第37図 154は末端および、 [~I左側の而右側縁の一部に僅かながら三次調整が施されている。

末端の調整は主要剥離函側から、右側縁の調整は表面i側から行われている。ほかに右下の内湾

する縁辺にはごく微細な剥離が局所的に認められる。第37!-g]155は凶左側の面の末端左側に僅

かにーa次訓撃が認められるむ調整lは土剥!片;Jの綜を主斐争担剥iJ/t出雨離11従!住I幻初口1l引i

第3幻7凶156はi内今j湾存する両{側H別{持4付車縁手にf使吏用によると忠われる{微殻京却綿!出Hな剥離カがf守長認zめられる縦長の剥片ずでεあ

る仁打面は表面、主要争lJ再ttTfri十117工に加えられた剥離により除かれている。素材末端もまた折り

収られている。第37凶157も1561可掠、湾rllJする1iH昨季に徴主[JIな争IJ維痕を残す縦長剥}了である。

打rMは残り、末端はHfり取られている。第38位1158は打而の 1'-がtiI'i理出で剥がれた剥)1-である。

節埋I面を打miとして表而1!!1Jへ科離を加え打出のあるI'XIのを突出させている。また節理Yffiの

下にあったと思われる打癌は同じく節理lI!iを打Wiとする2図の剥離で!設かれている口湾出する

側縁および、反対ー側の直続的な側綜にもごく部分的に二次調整が認められ、末端も表面側から折

i析されている。打面近くの調整状態から石匙の未製品の nJriE'件.も否定できなし 10 第38図159は

末端が折断された縦長剥};ーである。折断面を打Yfliとして表面倒に複数回の調整剥離が施され、

凶左側の面、 右側縁中央やや上部でも表1Mからの2回の争Ij離の後、主要剥離面から力IJ撃して縁

辺を折り取る作業がなされている。第381251160の!勾停の剥]i-は、凶tr.iWJの面、右側松に表出か

ら厚さを調節するための2同ほどの剥離を加えた役、主要剥離出側から大きく力n撃している。

左側縁から下縁にかけては、おそらく使用によると忠われる被細な剥離が連続的に認められる。

第38[ヌ1165は161から164までの璃瑞製のスクレーパーとi寸じ母材から得られた縦長剥片である

が、凶左側の面、左側縁には剥]j-の厚さを調節するため、一部は右側縁まで及ぶ表面H掛からの

数回の剥離が施されている。さらにその後、主要剥離面から3同ほどの剥離が施され、左但Ij縁

にあった際皮は除かれている。また、末端の一部は折り l!~ られている。第38図166 も同じ璃指

の母材から得られた礁皮を含む剥片で、あり、図左側の面、左側絃に剥離出をもつが、この剥離

而は165と異なりこの剥片に先行して母材に力[1えられた剥離の官じである。その縁辺には使用

によると思われる微細剥離が認められる口

砥石(第39図167)

3拍1を砥加として用いている。凶左側のi立i左下と、低IJIIとして用いられていないその左側面

上部には、刃物の切先を当てた線条痕が残されている口 FYi品は折損する口
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駒坂台 I遺跡・駒坂台H遺跡;

第39侶 駒坂台II遺跡遺構外出土石器(4) 

第 5褒 駒坂台耳遺跡遺構外石器出土区，石材。重量一覧

番号 出土足・層{立 石材 番号 出土区・層校 石材

第36図140 LI49 II層 頁宕 第37図154 MC49 11層 頁岩 3 0 

第36凶141 L]47II層 石英 3 第37凶155 LI5311 }醤 頁岩

第36国142 LI51 II層 黒曜石 4 第37図156 LJS211層 頁岩

第36凶143 LI52 n}語 頁岩 1 9 第37図157 LJ50 II届 佐賀頁岩 9 

第36図144 MA49 II層 頁岩 3 8 第38凶158 MD46 II層 頁岩 3 0 

第36図145 LH5111層 頁岩 6 1 第38凶159 L]4 711層 頁岩 4 5 

第36図146 MB48 11層 哀岩 3 第諸国160 MA50 II層 頁岩 8 7 

第36図147 MB50 II層 頁岩 8 第38図161 MB49 II層 瑞 f街 2 

第36図148 MB47 II層 頁岩 6 第38凶162 MC47 II層 i馬瑞 1 9 

第36凶149 MB51 II層 頁岩 1 0 第38凶163 L]47 II層 璃 I高 6 

第37図150 L]52 II層 TI 岩 3 0 i第38['ill164 MD48 Il層 I民

第37図151 MF47li層 員:岩 1 4 員['538[Z1165 MM7li層 橋 治

第37図152 MC50 II層 頁岩 5 8 第38図166 MB48 II層 1馬 rs; 8 

第37図153 MA50 II層 頁 1 2 第39図167 MC5111層 おそ}火活 198 
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第 2章まとめ

第 2章まとめ

今回の駒坂台 I遺跡、駒坂台耳遺跡の調査では縄紋時代前期から後期にかけての遺物が出土

しているが、その主体をなすものは縄紋時代抜Jt，目前葉の土器で、ある。 遺構としては駒坂台日

跡の石組炉、組石遺構の2基のみである口調査された範囲がごく狭く、ことに駒坂台 E遺跡側

はおよそ30 ， 000m2の広さをもっ舌;I:;I~台地の南東側付け根の一部分を調交したに過ぎず\これら

の遺構の位置も遺跡、の中心ではなくその周縁部分にあたる可能性もある。しかし、駒坂台I遺

跡、駒坂台E遺跡の北東側に隣接する七出合遺跡群でも約90，000nlと広大な面積を調査してい

るが、この後期前葉の遺構検出は極めて少なし」また、南側にある椿川地区の遺跡群でも僅か

に1遺跡で土坑1基を検出しているのみである。

こうした傾向は前代の中期後葉の時期の遺精群、ことに住居跡の濃密な分布との比較におい

て極めて対-照的である口七由台でのこうした変化に対しては、遺跡群の通時的な変遷を見通し

た中で、土地利用上の変革、すなわち、中期後葉の居住を中心とした利用から他の行動領域に
(註 Z)

移行したのではないかとの解釈が試みられている。岩見川の下流域左岸で縄紋時代の集落が営

まれる可能性ある段丘面は第 1段丘である七由台とその 1段高位面にあたる上野台面であり、

前者については前述の七出台全域の調査で後期前葉の規模の大きな居住域のないことは明らか

であり、後者については今回の駒坂台 I遺跡、駒坂台耳遺跡、上祭沢遺跡の調査や昭和56年の

調査が行われているものの、やはり規模の大きな集落の存在する可能性は薄いと言わざるを得

ない。とすれば、縄紋時代を通じて人間の行動しうる範屈にさほど変化はなかったとの前提の

上で、居住域は段丘面を降りての沖積地かあるいはより高位の丘綾地に移ったと考えた方が良

いのだろうか。確かにそうした居住の選択地を替えたような徴候が認められなくもない口例え

ば内陸部ではあるが、やはり雄物川支流の皆瀬川の右岸にある増田町・八木遺跡には縄紋時代

後期前葉からの大規模な墓域が営まれ、出土遺物からその集団が潟、携に多くを依存した生業形

態を採っていたことが推測されている。同じようなことは北上川支流の雫石川沿いの蒋内遺跡

にも見ることができる。はたして、河川に依存するような生業形態を採ることが居住域の立地

をも替えたのであろうか。

秋田県内においては現在までのところ後期前葉の大規模な集落はみつかっていない。恐らく、

明確に時期判断できる住居数を数えても 10指に満たないであろう。さきにも触れたように中期

後葉の時期と比較するとき、その間にはなにか大きな断絶を想、わせる口岩手県内でも松尾村

長者屋敷遺跡や都南村・湯沢遺跡に中期後葉までの大規模な集務が営まれるのに対し、後期前

葉には盛関市・蒋内遺跡を除いて目立った集落の検出例はない。青森県内で最近調査されてい
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る六ケ所村富ノ沢遺跡でも300軒以上の住居群が検出されているが、その時期は中野j後葉から

までで後期には主らないと f.i-fJ¥，'>ている口同様な傾向はどうやら東北北部地域に

られるのである。もう一度、七rlil台での遺跡の分布に日を転じれば、 U4C 

れるように遺跡の数そのものは前代の

もかかわらず、居住の炉、跡は希薄なのである c

にlti絞してむしろ増えるftf[1mがうかカfえるのに

-つ ることは、例らかの要!1，1により までに し

より/トさな
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ではないかと考える。そして、この後期wJ葉から顕在化する らし る大規税

な墓地遺跡(墓域)は、それら小集i司の上位レベルすなわち領域国を ~ìtf立とするような形で存

在し、それら小集団を非日常的な場面で結ひごっけ、領域国内部の基本的な集団構造を維持し続

ける役割を果たしていたのではないかと考えられる H
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出台および周辺地域の後期前葉の遺跡の存り方は、そうした民柱形態の臼常的な側面

能性も考えられるのである。

註1 本地域から西に4.5km離れた御所野台地の遺跡前こで!土、 1986年までの数字で192軒の竪穴住陪跡が検

出されている。これらの時期は大木9式、大本9… 10中11司式、大本10式期で、あるが、この時期は県内

の縄紋時代各期を通して最も住居検出数の多い時期でもある。

註2 秋田県教育委員会「第3篇第1章Jr東北横断自動車道秋田線埋蔵文化開発掘調査報告書 1j 1986(昭

和61年)

註3 総数1，035点の漁網錘、魚、の解体用具と呂される52点のl情状石器などがIU土している。

秋田県教育委員会「八木遺跡発掘調1:t報官書 I1989 (平成元年)

註4 岩手県教育委員会「御所ダム建設関連遺跡発抑制査報告書'盛岡市梓内遺跡(1 ) J 1982 (昭和57年)

註5 註2文献に!日jと

iit6 ~!異論、その変質を i起した >ï: !J:! とその機構こそがrUJjf:きであり、一世には瓦粧の変動がもたらした環境

変化に対する牛態適応として説明きれる。時かにマクロな担点ではそうした説明でも納得がいくが、

遺跡およびそこに存在した集凶を見据える視座をもった時、必ずしもそれのみで充分な解釈がなさ

れるとは思えなし」集団の構造自体が本質的に動的なものであることにもその安A 闘が求められるの

ではないか。

註7 同様の現象については佐々木彰が岩手県営水沢周辺を対ー象として論じている。

佐々木彰「遺跡、にみる拡散化現象についてJ~'法政考吉学 11 8 1983 (昭和58年)

同 Ifl} (f、遺跡、にみる拡散化現象についてJ上!と奥古代文化J!15 1984 (昭和田年)
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